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俺
に
は
名
前
が
な
い
、
但
し
人
間
が
付
け
て
く
れ
た
の
は
有
る
が
、
其
れ

を
云
ふ
の
は
暫
く
差
控
へ
て
置
か
う
。

　
だ
が
、
何
も
恥
か
し
い
の
で
云
は
ぬ
と
云
ふ
わ
け
で
は
毛
頭
な
い
。
云
ひ

に
く
い
か
ら
云
は
な
い
の
だ
。
外
に
な
ん
に
も
理
窟
は
な
い
、
冬
に
な
れ
ば

雪
が
降
る
、
夜
に
な
れ
ば
暗
く
な
る
、
腹
が
減
つ
た
ら
食
ふ
の
だ
、
一
体
、

理
窟
と
云
ふ
物
も
、
あ
と
か
ら
無
理
に
拵
へ
て
ク
ツ
付
け
る
の
で
、
な
す
事
、

す
る
事
、
始
め
か
ら
一
一
理
窟
で
割
り
出
し
て
来
る
物
で
は
な
い
。

　
余
計
な
事
は
抜
き
と
し
て
、
処
で
、
俺
は
今
年
で
丁
度
三
つ
に
な
つ
た
。

と
は
、
人
間
な
み
に
云
つ
て
見
た
の
で
、
俺
の
世
界
に
は
歳
も
何
も
有
つ
た

物
で
は
な
い
。
元
日
が
大
晦
日
だ
ら
う
が
、
大
晦
日
が
元
日
な
ら
う
が
、
と
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ん
と
、
感
じ
の
無
い
方
だ
。

　
次
は
、
俺
の
棲
つ
て
ゐ
る
処
だ
が
、
御
江
戸
日
本
橋
の
マ
ン
中
と
云
ひ
た

く
て
も
、
実
の
処
、
其
の
隅
ツ
子
の
端
ツ
コ
の
、
八
百
八
町
の
埃
や
塵
が
抜

け
出
す
穴
見
た
い
な
処
だ
。
其
の
証
拠
に
は
、
俺
が
居
る
家
の
門
の
前
を
、

毎
朝
、
毎
晩
、
雨
が
降
つ
て
も
雪
が
降
つ
て
も
、
乃
至
、
太
陽
に
黒
点
が
表

は
れ
や
う
と
も
、
不
相
変
の
ゴ
ロ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
、
百
五
十
万
人
の
糞
を
車

に
積
ん
で
、
板
橋
と
や
ら
云
ふ
方
へ
引
つ
ぱ
つ
て
行
く
の
で
も
わ
か
る
。
嘘

だ
と
思
ふ
な
ら
試
に
来
て
見
給
へ
。
で
、
こ
の
辺
一
体
の
地
名
は
、
慥
か
、

向
が
岡
、
又
、
弥
生
が
岡
、
一
名
向
陵
、
乃
至
は
武
陵
原
頭
な
ん
か
と
、
洒

落
れ
て
云
ふ
人
も
あ
る
。
其
処
に
六
軒
、
カ
ラ
〳
〵
し
た
家
が
並
ん
で
立
つ

て
ゐ
る
。
尤
も
、
俺
が
始
め
て
此
処
に
来
た
時
分
は
五
軒
し
か
な
か
つ
た
。
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自
治
寮
と
云
ふ
の
が
家
の
名
だ
さ
う
だ
。
自
治
の
城
と
も
云
ふ
人
間
も
あ
る

様
だ
が
、
其
実
、
城
処
の
騒
か
、
家
と
云
ふ
の
も
勿
体
な
い
位
、
何
時
見
て

も
カ
ラ
〳
〵
し
て
ゐ
る
奴
で
、
湿
り
気
は
微
塵
も
な
い
、
そ
れ
で
以
て
、
汚

い
事
、
古
い
事
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
博
覧
会
に
こ
れ
を
出
し
た
ら
、
蓋
し
、

金
牌
物
だ
ら
う
と
云
ふ
話
し
。
筑
波
颪
お
ろ
しが
、
少
し
で
も
辵
し
ん
に
ゆ
うを
か
け
て
来
る
と
、

ミ
シ
〳
〵
、
ミ
シ
〳
〵
と
鳴
り
出
す
仕
末
、
棺
桶
で
無
い
か
ら
輪
が
は
づ
れ

た
と
て
、
グ
ニ
ヤ
リ
と
死
人
が
こ
ろ
げ
出
す
事
も
あ
る
ま
い
が
、
も
し
此
家

が
壊
れ
た
ら
、
飛
び
出
す
者
は
鼠
一
匹
処
の
話
で
は
な
い
。
現
に
、
こ
の
自

治
寮
に
住
つ
て
ゐ
る
学
生
と
云
ふ
人
間
が
、
其
数
約
六
百
は
居
る
。
そ
れ
に

俺
等
の
仲
間
で
、
此
家
に
棲
つ
て
ゐ
る
連
中
が
、
丁
度
、
五
十
位
は
有
る
か

ら
、
合
計
六
百
五
十
位
は
居
る
だ
ら
う
。
俺
等
も
人
間
と
イ
ツ
シ
ヨ
に
数
へ
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る
と
、
人
間
が
怒
る
か
も
知
れ
ん
が
、
チ
ツ
と
も
怖
く
な
い
。
俺
も
今
年
で

三
歳
子
だ
、
金
魚
な
ら
一
匹
十
五
六
銭
は
す
る
頃
だ
。
甘
い
も
酢
い
も
、
随

分
心
得
た
つ
も
り
さ
。

　
こ
れ
か
ら
、
愈
〻
、
俺
の
記
と
な
る
の
だ
が
、
扨
、
こ
ー
話
し
か
け
て
見

る
と
、
何
だ
か
ボ
ー
ツ
と
し
て
し
ま
つ
て
、
遠
方
の
方
で
生
え
か
け
の
口
鬚

で
も
見
る
様
に
、
ど
れ
が
鬚
だ
か
眉
毛
だ
か
、
彷
彿
と
し
て
霞
の
中
だ
。
誠

に
、
今
昔
の
感
に
堪
へ
ん
気
持
が
し
て
来
る
。
が
、
ま
づ
俺
が
最
初
此
処
に

や
つ
て
来
た
、
其
折
の
頃
か
ら
ボ
ツ
〳
〵
と
や
ら
か
さ
う
か
。
な
に
、
俺
だ

つ
て
、
も
と
〳
〵
こ
ん
な
処
に
居
り
は
し
な
か
つ
た
の
で
、
矢
張
り
店
屋
の

軒
で
、
ブ
ラ
〳
〵
と
呑
気
に
遊
ん
で
居
た
の
だ
が
、
丁
度
、
今
か
ら
三
年
前

さ
、
同
じ
仲
間
の
奴
と
イ
ツ
シ
ヨ
に
十
計
り
、
此
家
に
持
つ
て
来
ら
れ
た
の
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だ
。
運
と
云
ふ
奴
は
妙
な
も
の
さ
ね
、
ど
ん
な
拍
子
で
、
ド
ー
舞
台
が
廻
つ

て
行
く
の
だ
か
、
カ
イ
ク
レ
わ
け
が
解
ら
な
い
奴
よ
。
未
来
と
云
ふ
物
は
、

思
へ
ば
面
白
い
、
俺
等
の
運
命
を
ど
う
に
で
も
使
つ
て
見
せ
る
。

　
此
の
面
白
い
と
云
ふ
の
は
、
要
す
る
に
、
未
来
な
る
も
の
ゝ
性
質
が
解
ら

ん
か
ら
だ
。
嗚
呼
未
来
乎
、
未
来
乎
だ
。
総
て
、
面
白
い
と
か
、
怖
い
と
か

云
ふ
奴
は
、
其
の
対
称
物
の
性
質
不
明
の
点
に
於
て
、
尤
も
多
く
存
在
す
る

様
に
思
は
れ
る
。
人
間
が
好
ん
で
対
外
マ
ツ
チ
を
見
る
が
如
く
、
つ
ま
り
、

其
結
果
の
不
明
な
意
に
、
趣
味
を
持
つ
て
や
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
又
、
人
間
は
、

幽
霊
と
云
ふ
奴
が
怖
い
さ
う
だ
が
、
こ
れ
も
つ
ま
り
は
、
幽
霊
な
る
も
の
ゝ

性
質
が
、
尾
花
で
有
る
の
か
、
杓
子
で
あ
る
の
か
、
乃
至
は
、
物
干
台
の
浴

衣
で
あ
る
の
か
、
其
辺
の
消
息
に
不
明
の
点
が
あ
る
に
よ
つ
て
、
怖
い
に
違
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ひ
な
い
。

　
そ
ん
な
事
は
、
ど
ー
で
も
い
ゝ
と
し
て
、
要
す
る
に
、
俺
が
此
家
へ
持
つ

て
来
ら
れ
た
と
云
ふ
の
は
、
俺
の
記
を
し
て
、
素
敵
な
彩
色
を
織
り
出
さ
し

め
た
物
で
あ
つ
た
。
思
へ
ば
、
過
去
三
年
の
間
、
可
笑
し
い
事
も
あ
つ
た
し
、

愉
快
な
事
も
有
つ
た
し
、
或
は
悲
し
い
事
も
、
辛
い
事
も
有
つ
た
。

　
処
で
、
我
輩
等
の
今
の
境
遇
は
ど
ー
だ
と
云
ふ
と
、
愉
快
だ
と
云
ふ
仲
間

も
居
る
し
、
中
に
は
面
白
く
な
い
と
云
ふ
仲
間
も
あ
る
。
し
か
し
、
俺
は
、

愉
快
だ
と
も
、
乃
至
、
面
白
く
無
い
と
も
思
は
ん
よ
。
何
だ
と
思
ふ
つ
て
、

何
と
も
思
は
ん
の
さ
。
と
云
つ
た
か
ら
つ
て
意
志
が
無
い
と
思
は
れ
て
は
困

る
ね
。
面
白
い
事
と
、
悲
し
い
事
と
、
差
引
勘
定
零ぜろ
。
此
点
に
於
て
、
何
も

思
は
ん
事
と
な
る
の
さ
。
一
と
二
と
三
と
加
へ
て
、
一
と
二
と
三
と
引
け
ば
、
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差
引
勘
定
零
。
此
処
に
於
て
、
何
も
無
い
事
と
な
る
の
さ
。
花
が
咲
い
て
、

花
が
散
つ
て
、
何
も
無
い
事
と
な
る
の
だ
。
と
云
つ
て
、
此
の
無
と
云
ふ
の

は
、
無
に
は
相
違
な
い
け
れ
共
、
絶
対
的
の
無
で
は
な
い
。
無
に
し
て
無
に

あ
ら
ず
、
で
は
有
る
の
か
と
云
ふ
と
有
る
の
で
も
な
い
、
何
の
事
や
ら
訳
の

わ
か
ら
ぬ
物
だ
。
し
か
し
、
考
へ
て
見
給
へ
、
人
間
が
此
世
に
生
れ
て
来
て
、

十
歳
で
死
な
う
が
、
二
十
歳
で
死
な
う
が
、
乃
至
、
百
歳
で
死
な
う
が
、
皆

死
ん
で
し
ま
ふ
。
即
、
生
と
死
、
差
引
勘
定
零
と
な
る
の
だ
が
、
即
ち
こ
の

零
、
即
死
な
る
も
の
に
於
て
は
一
だ
が
、
其
の
死
に
至
る
間
の
プ
ロ
セ
ス
に

至
つ
て
は
、
実
に
、
千
変
万
化
で
あ
る
。
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
で
も
、
死
に
至

る
と
零
と
な
る
け
れ
共
、
其
零
と
な
る
所
以
の
も
の
を
考
へ
て
見
る
の
は
、

面
白
く
な
い
事
で
は
な
い
。
否
、
人
生
の
楽
し
む
可
き
処
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
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ス
に
有
る
の
だ
。
プ
ロ
セ
ス
の
原
で
、
人
間
は
操
ら
れ
て
居
る
の
で
は
な
い

か
。
此
所
に
於
て
か
、
此
の
「
零
」
な
る
物
の
価
値
や
、
中
々
重
大
な
る
物

と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
零
は
同
じ
く
零
で
あ
つ
て
も
、
零

の
属
性
が
異
つ
て
居
る
の
だ
。
人
間
は
、
此
の
属
性
の
異
な
る
可
き
処
に
、

多
大
の
趣
味
を
持
つ
て
働
い
て
ゐ
る
。
又
、
そ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
。

　
話
が
、
え
ら
く
横
丁
の
方
へ
這
入
つ
て
居
た
が
、
扨
、
俺
等
が
、
此
の
自

治
寮
に
持
つ
て
来
ら
れ
た
、
と
直
ぐ
分
れ
〳
〵
に
さ
れ
て
、
俺
は
北
寮
と
云

ふ
処
に
行
く
事
と
な
つ
た
。
此
所
に
も
俺
の
仲
間
が
五
つ
計
り
居
つ
た
が
、

一
処
に
集
つ
て
居
る
事
の
出
来
な
い
の
が
、
俺
等
の
性
分
な
の
で
、
一
ツ
〳

〵
離
れ
て
、
そ
し
て
、
明
け
て
も
晩
れ
て
も
、
ヂ
ツ
と
し
て
居
る
の
だ
。
嗚
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呼
、
俺
と
イ
ツ
シ
ヨ
に
持
つ
て
来
ら
れ
た
連
中
は
、
今
頃
、
何
処
に
ど
ー
し

て
居
る
だ
ら
う
と
思
ふ
と
、
さ
す
が
に
初
旅
の
、
心
細
く
な
い
で
も
無
か
つ

た
。
そ
れ
に
、
俺
等
の
役
目
は
夜
働
く
の
で
、
盗
棒
で
は
無
い
よ
、
夜
と
云

へ
ば
、
総
て
の
物
は
皆
、
地
平
線
下
に
這
入
つ
て
し
ま
ふ
時
だ
の
に
、
物
好

き
に
も
、
一
人
起
き
て
ゐ
る
の
か
と
思
へ
ば
、
つ
く
／
″
＼
、
人
間
が
恨
め

し
い
。
何
だ
つ
て
、
俺
等
を
夜
働
か
せ
る
の
は
、
人
間
が
そ
ー
さ
せ
る
か
ら

だ
も
の
。
人
間
位
、
悪
好
者
な
者
は
な
い
。
し
か
も
、
針
の
穴
程
の
知
恵
を

持
つ
て
居
て
、
そ
れ
で
、
自
惚
加
減
と
来
た
ら
、
ま
る
で
、
御
話
し
に
な
ら

な
い
奴
さ
。
第
一
人
間
を
製
造
す
る
事
が
出
来
な
い
様
な
知
恵
で
以
て
、
そ

れ
で
万
物
の
霊
長
と
は
ど
ー
し
た
者
だ
。
動
物
に
は
理
性
が
無
い
だ
の
、
猿

に
は
毛
が
三
本
足
り
な
い
だ
の
、
大
き
な
御
世
話
だ
。
乃
至
、
鳥
は
空
を
飛
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ぶ
物
だ
の
、
飯
は
食
ふ
も
の
だ
の
、
し
か
も
俺
等
の
仲
間
は
生
命
な
き
も
の
、

意
識
な
き
も
の
也
と
、
抜
か
す
で
は
な
い
か
、
チ
ヤ
ン
チ
ヤ
ラ
可
笑
し
く
つ

て
、
御
臍
が
御
茶
を
湧
か
し
て
、
煮
え
て
こ
ぼ
れ
て
し
ま
ふ
は
、
人
間
が
勝

手
に
こ
し
ら
へ
た
、
一
人
ヨ
ガ
リ
の
理
窟
と
か
、
道
理
と
か
云
ふ
も
の
を
見

給
へ
、
こ
ん
な
、
愚
に
も
付
か
ん
事
が
、
よ
く
云
は
れ
た
物
さ
。
俺
見
た
い

な
物
で
も
思
ふ
ね
。
人
間
の
す
る
事
、
な
す
事
、
云
ふ
事
、
皆
、
何
等
か
の

（
仮
定
）
と
云
ふ
物
を
宥ゆる
し
て
居
る
の
だ
。
「
仮
定
」
の
二
字
を
人
間
か
ら

取
つ
て
し
ま
つ
た
ら
、
人
間
は
ど
ー
す
る
気
だ
ら
う
。
そ
れ
こ
そ
、
二
進
に
つ
ち
も

三
進
さ
つ
ち
も
、
動
き
が
取
れ
た
物
で
は
無
い
。
学
者
と
云
ふ
人
間
の
口
か
ら
、

「
此
の
仮
定
を
ゆ
る
し
て
」
と
云
ふ
言
葉
を
取
つ
て
し
ま
つ
た
ら
、
後
に
は
、

何
が
残
つ
て
居
る
だ
ら
う
。
し
か
も
、
此
仮
定
が
永
久
に
説
明
の
出
来
ん
も
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の
だ
か
ら
、
猶
更
、
面
白
い
で
は
な
い
か
。
〇
《
ゼ
ロ
》
と
は
何
だ
、
一
と

は
何
、
一
と
一
と
加
へ
て
二
と
な
る
と
は
何
だ
、
一
と
一
と
を
加
へ
二
と
な

る
と
云
ふ
仮
定
を
「
宥
す
」
と
云
ふ
な
ら
、
一
と
一
を
加
へ
て
三
と
な
る
と

い
ふ
仮
定
も
「
宥
さ
れ
」
な
い
と
云
ふ
理
窟
は
、
俺
等
の
世
界
に
は
無
い
の

だ
。

　
要
す
る
に
、
二
に
な
ら
う
が
、
三
に
な
ら
う
が
、
随
意
に
宥
す
の
だ
か
ら
、

泥
田
か
ら
出
て
来
た
足
さ
。
こ
ん
な
幼
稚
な
事
で
満
足
し
て
居
て
、
し
か
も
、

俺
等
の
事
は
、
生
な
き
物
だ
と
云
ふ
人
間
は
、
ど
こ
迄
馬
鹿
だ
ら
う
、
ズ
ー

〳
〵
し
い
だ
ら
う
。
俺
等
の
仲
間
で
話
し
あ
ふ
言
葉
、
成
程
、
人
間
に
は
解

ら
な
い
だ
ら
う
。
併
し
、
解
ら
な
い
か
ら
つ
て
、
有
る
物
は
矢
張
り
有
る
。

昼
で
も
空
に
は
星
が
あ
る
。
も
し
夜
と
云
ふ
物
が
な
か
つ
た
ら
、
人
間
に
は
、
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美
し
い
星
の
輝
き
は
、
永
久
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
だ
ら
う
。

　
人
間
の
知
恵
と
い
ふ
奴
は
、
大
凡
、
こ
ん
な
物
だ
。
こ
ん
な
話
は
抜
き
に

し
て
、
此
の
北
寮
に
は
、
学
生
が
七
十
人
計
り
居
る
。
但
し
、
女
は
一
人
も

居
な
い
。
必
ず
や
な
れ
ば
、
洗
濯
屋
の
婆
々
だ
ら
う
。
名
は
体
を
現
は
す
と

云
ふ
か
ら
、
北
寮
丈
に
、
ホ
ク
〳
〵
し
て
ゐ
る
か
と
思
つ
た
が
、
年
中
、
苦

虫
を
噛
み
つ
ぶ
し
た
様
な
婆
々
さ
。
俺
が
北
寮
へ
来
て
か
ら
二
三
日
の
間
は
、

只
ブ
ラ
〳
〵
と
、
さ
し
て
大
変
動
も
な
く
暮
し
て
居
た
が
、
い
や
ど
ー
も
、

其
の
騒
が
し
い
事
、
汚
い
事
。
笑
ふ
、
叫
ぶ
、
唸
る
、
泣
き
は
し
ま
い
が
、

塵
埃
濛
々
然
と
し
て
ゐ
る
中
で
、
騒
ぐ
は
〳
〵
。
三
日
目
の
晩
、
こ
れ
が
、

俺
の
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
と
云
ふ
日
だ
。
な
に
老
爺
の
命
日
だ
ら
う
。
そ
れ

処
の
話
で
は
な
い
さ
。
そ
の
晩
に
あ
つ
た
事
は
、
そ
れ
か
ら
、
百
度
や
二
百
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度
の
事
で
は
な
く
有
つ
た
。
現
に
今
あ
り
つ
つ
有
る
か
ら
、
俺
も
追
々
と
、

怖
い
〳
〵
か
ら
、
何
と
も
な
く
な
り
、
今
で
は
面
白
い
方
に
な
つ
て
来
た
の

だ
。
何
ン
し
ろ
、
来
て
か
ら
や
つ
と
三
日
目
の
晩
だ
か
ら
、
ど
ー
し
て
ま
だ

尻
が
落
ち
つ
く
も
の
か
。
尤
も
、
俺
の
尻
は
何
時
も
落
付
か
な
い
。
丁
度
、

嫁
入
つ
た
当
座
の
気
持
だ
か
、
ど
ー
だ
か
知
ら
な
い
が
、
怖
い
様
な
、
悲
し

い
様
な
、
そ
れ
が
夜
中
の
十
一
時
過
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
電
気
燈
連
の
方

は
、
み
ん
な
寝
て
し
ま
ふ
の
で
、
俺
達
ば
か
り
、
眠
さ
う
な
眼
付
で
パ
チ
ク

リ
〳
〵
。
間
も
な
う
十
二
時
、
上
野
の
鐘
が
ゴ
ー
ン
と
、
後
高
に
撞
い
て
し

ま
ふ
と
、
思
ひ
出
し
た
様
に
犬
の
遠
吠
。
湿
つ
ぽ
い
風
が
陰
に
こ
も
つ
て
、

サ
ラ
〳
〵
〳
〵
と
云
ふ
奴
。
天
地
万
象
、
シ
ー
ン
と
し
た
丑
三
ツ
の
時
、
此

所
に
出
て
来
た
物
は
何
だ
と
思
ふ
。
無
論
、
幽
的
と
云
ひ
た
い
が
、
処
が
さ
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う
で
な
い
。

　
俺
は
、
其
時
丁
度
、
二
階
の
梯
子
を
上
り
き
つ
た
処
に
、
ブ
ラ
ン
コ
を
き

め
て
居
た
の
だ
。
す
る
と
此
時
、
す
ぐ
家
の
外
で
ワ
ッ
ワ
ッ
と
云
ふ
人
の
声
、

ハ
テ
ナ
と
思
つ
て
居
る
と
、
だ
ん
〳
〵
と
其
声
が
、
北
寮
に
近
寄
つ
て
来
る
。

益
〻
近
く
な
つ
て
来
る
、
足
音
が
聞
え
る
。
云
ふ
う
ち
に
梯
子
を
上
つ
て
来

る
。
人
数
は
六
人
計
り
、
勿
論
学
生
、
コ
ハ
／
″
＼
物
で
覗
い
て
居
る
と
、

其
内
の
一
人
、
石
臼
の
御
化
け
見
た
い
な
奴
が
、
何
と
思
つ
た
か
俺
を
グ
ツ

と
捉
へ
て
、
引
き
ず
り
下
し
た
。
驚
い
て
キ
ヤ
ツ
と
云
つ
た
が
、
例
の
人
間

に
は
通
ぜ
ぬ
奴
で
、
俺
の
頭
を
握
つ
た
ま
ゝ
で
、
デ
カ
ン
シ
ヨ
〳
〵
で
三
年

暮
す
、
後
の
四
年
は
呑
ん
で
と
ほ
す
、
コ
リ
ヤ
〳
〵
ド
ン
〳
〵
〳
〵
〳
〵
と
、

足
踏
み
を
し
な
が
ら
、
わ
め
き
散
ら
し
て
行
く
の
だ
。
怖
い
者
見
た
し
で
、

16俺の記



糞
落
付
に
落
付
い
て
、
ソ
ツ
と
見
下
げ
る
と
、
中
に
は
、
俺
の
よ
く
知
つ
た

奴
即
、
北
寮
に
居
る
奴
で
、
後
か
ら
解
つ
た
が
、
此
奴
の
名
は
ニ
グ
ロ
と
云

ふ
の
だ
。
昼
間
は
み
ん
な
ス
マ
シ
タ
物
で
、
大
人
し
さ
う
な
顔
付
を
し
て
歩

い
て
ゐ
た
が
、
此
時
の
様
子
た
ら
、
ど
ー
だ
、
ま
る
で
章
魚
坊
主
の
調
錬
、

顔
は
マ
ツ
赤
、
一
人
マ
ツ
青
な
の
も
居
た
。
で
腹
を
出
し
て
、
鉢
巻
を
し
て
、

中
に
は
褌
一
つ
の
も
居
た
よ
。
君
に
見
せ
た
ら
何
と
云
ふ
だ
ら
う
。
非
常
に

酒
く
さ
い
と
云
ふ
事
は
無
論
だ
。
そ
の
内
に
、
と
あ
る
一
室
の
戸
を
ガ
ラ
〳

〵
と
開
け
て
、
六
人
が
ド
ラ
〳
〵
と
転
げ
込
ん
だ
な
。
俺
を
掲
げ
て
居
る
石

臼
君
が
ま
つ
先
で
よ
、
見
る
と
、
此
処
は
寝
室
さ
、
七
八
人
寝
て
居
た
ゞ
ら

う
、
す
る
と
、
ド
ー
ダ
、
今
の
六
人
の
化
物
は
、
何
の
事
な
い
枕
を
蹴
と
ば

す
、
布
団
を
は
ね
る
、
机
を
飛
ば
す
、
夢
に
牡
丹
餅
な
ら
だ
が
、
夢
に
章
魚
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で
は
一
寸
噛
み
切
れ
な
い
だ
ら
う
。
処
で
、
寝
て
居
る
連
中
は
、
定
め
て
驚

く
だ
ら
う
と
思
ひ
の
外
、
案
外
だ
つ
た
ね
、
何
の
怒
る
処
か
、
但
し
ボ
ン
ヤ

リ
し
た
、
不
得
要
領
な
顔
付
は
し
て
居
た
が
、
起
さ
れ
て
も
、
寂
し
さ
う
な

笑
ひ
を
、
無
理
に
構
造
し
て
居
る
、
何
笑
ひ
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
、
但
し
、

実
に
よ
く
馴
ら
し
た
物
だ
な
、
と
、
俺
も
全
く
感
心
し
て
し
ま
つ
た
よ
。
例

の
章
魚
連
は
、
間
断
な
く
、
部
屋
中
を
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
、
な
に
俺
も
止

む
を
得
ん
か
ら
、
イ
ツ
シ
ヨ
に
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
し
た
さ
。
ま
る
で
天
の

岩
屋
を
眼
の
前
に
見
る
心
地
。
其
内
、
大
分
労
れ
て
来
た
と
見
え
て
、
一
寸
、

静
か
に
な
つ
て
来
た
と
思
ふ
と
、
サ
ー
大
変
、
何
と
思
つ
た
か
、
俺
を
握
つ

て
居
た
例
の
石
臼
め
、
窓
を
あ
け
た
と
思
ふ
が
早
い
か
、
ヤ
ツ
と
、
オ
ツ
ポ

リ
出
し
た
。
無
論
俺
を
だ
。
オ
ヤ
と
思
ふ
内
に
、
ク
ル
〳
〵
と
眼
の
球
が
ま
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は
る
。
す
る
と
ボ
チ
ヤ
ン
、
頭
を
イ
ヤ
と
云
ふ
程
打
ち
付
け
た
、
と
、
そ
れ

き
り
気
絶
し
て
し
ま
つ
た
の
だ
。

　
フ
ト
、
生
気
が
付
い
て
見
る
と
、
コ
リ
ヤ
ど
ー
ぢ
や
、
自
分
は
、
何
時
の

間
に
や
ら
立
派
な
衣
服
を
着
て
、
人
間
に
な
つ
て
居
る
。
眼
の
前
を
見
る
と
、

豚
や
、
牛
肉
や
、
西
洋
料
理
は
申
す
に
不
及
、
栗
饅
、
煎
餅
、
最
中
、
に
至

る
迄
、
す
つ
か
り
喰
ひ
頃
に
出
来
て
ゐ
る
。
グ
ル
リ
と
見
渡
す
と
、
こ
ゝ
に

は
瓢
箪
形
の
酒
の
池
だ
。
上
加
減
と
云
ふ
の
で
、
白
い
煙
が
フ
ワ
〳
〵
と
立

ち
上
つ
て
ゐ
る 

塩  

梅 

あ
ん
ば
い

。
何
処
か
ら
と
も
な
く
音
楽
が
聞
え
て
来
る
。
ホ
ワ

イ
ト
ロ
ー
ズ
の
香
は
、
室
内
に
充
ち
〳
〵
て
、
気
も
心
も
と
ろ
け
出
し
て
し

ま
ひ
さ
う
。
と
、
こ
ん
な
事
は
嘘
さ
、
そ
れ
処
か
、
実
は
、
何
時
の
間
に
や

ら
夜
が
あ
け
て
居
て
、
よ
く
〳
〵
見
る
と
、
俺
は
一
人
で
草
の
中
に
寝
て
居
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る
の
だ
。
併
か
も
、
頭
の
処
に
大
怪
我
を
し
て
居
る
が
、
余
り
痛
く
も
な
い
。

雀
の
子
が
、
チ
ユ
ー
〳
〵
と
二
三
羽
飛
ん
で
来
て
、
珍
ら
し
さ
う
な
顔
付
を

し
て
、
俺
を
見
て
居
る
。
「
オ
早
つ
」
と
云
は
う
と
し
た
が
、
声
を
出
す
元

気
も
無
い
。
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
居
る
と
、
頭
の
中
に
浮
ん
で
来
る
の
は
、
昨
夜

の
大
難
だ
。
化
物
が
踊
つ
て
ゐ
る
処
か
ら
、
枕
を
蹴
り
飛
ば
す
処
、
そ
れ
か

ら
、
石
臼
が
俺
を
窓
か
ら
投
げ
出
し
た
事
。
俄
然
、
グ
イ
と
、
俺
を
引
つ
ぱ

り
上
げ
た
者
が
あ
る
。
又
か
と
思
つ
て
、
南
無
阿
と
云
ひ
か
け
た
が
、
フ
ト

見
る
と
、
俺
を
捕
ま
へ
て
居
る
の
は
、
俺
と
仲
の
好
い
、
小
使
の
雑
巾
爺
さ
。

ヤ
レ
〳
〵
と
胸
を
撫
で
て
居
る
と
、
小
使
の
奴
は
、
何
や
ら
ブ
ツ
〳
〵
と
云

ひ
な
が
ら
歩
い
て
行
く
。
俺
は
、
左
の
手
に
ブ
ラ
下
つ
て
居
た
の
だ
が
、
右

の
手
の
方
を
見
る
と
、
そ
れ
に
も
俺
の
仲
間
が
三
ツ
計
り
ブ
ラ
下
つ
て
居
る
。
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ど
れ
も
怪
我
を
し
て
居
る
様
だ
。
妙
な
事
も
有
る
物
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
内
、

何
処
だ
か
、
暗
い
部
屋
へ
、
イ
ツ
シ
ヨ
に
投
げ
こ
ま
れ
て
し
ま
つ
た
。

　
す
る
と
、
ど
ー
だ
、
此
処
に
も
俺
の
仲
間
が
、
六
ツ
バ
カ
リ
坐
つ
て
居
る

で
は
な
い
か
。
し
か
も
皆
、
同
じ
様
に
怪
我
を
し
て
居
る
か
ら
妙
だ
。
「
イ

ヨ
ー
」
と
挨
拶
す
る
と
、
向
ふ
は
「
ヨ
ー
」
と
気
の
な
い
返
事
を
す
る
。
何

の
事
や
ら
解
ら
な
い
。
ま
づ
、
ヤ
ツ
と
腰
が
落
付
い
た
様
だ
か
ら
、
つ
ら
〳

〵
見
渡
す
と
、
天
窓
か
ら
さ
し
込
ん
で
来
る
、
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
光
線
の
中
に
、

俺
等
の
仲
間
が
、
今
や
つ
て
来
た
の
も
加
へ
て
、
総
計
十
二
居
る
様
だ
。
そ

ろ
ひ
も
揃
つ
た
仏
頂
顔
で
ス
マ
シ
テ
居
る
。
ス
ル
ト
、
俺
の
向
ふ
側
に
坐
つ

て
居
た
奴
が
、
「
貴
様
等
も
ト
ー
〳
〵
来
た
ね
」
と
云
つ
た
。
其
声
が
、
馬

鹿
に
優
し
か
つ
た
の
で
、
俺
も
元
気
付
い
て
、
定
め
て
驚
く
だ
ら
う
と
、
得
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意
に
な
つ
て
、
昨
夜
の
一
部
始
終
を
話
し
た
の
だ
。
併
し
、
此
奴
の
み
な
ら

ず
、
側
に
坐
つ
て
居
る
連
中
も
、
ス
マ
し
た
物
で
、
丁
度
、
生
徒
の
講
義
し

て
居
る
の
を
、
先
生
が
聞
い
て
居
る
様
な
顔
付
で
、
解
り
切
つ
た
事
だ
、
と

云
は
ぬ
計
り
。
頗
す
こ
ぶる
俺
の
癪
に
さ
は
る
の
み
な
ら
ず
、
バ
ツ
が
わ
る
い
の
で
、

「
君
は
何
時
此
処
へ
来
た
の
で
す
か
」
と
、
少
し
大
き
な
声
で
き
い
て
や
つ

た
。
す
る
と
、
「
何
時
つ
て
、
今
度
で
四
度
目
さ
」
、
ど
う
だ
え
ら
い
だ
ら

う
と
云
ふ
鼻
付
、
何
が
え
ら
い
の
か
俺
に
は
解
ら
ぬ
。
「
フ
ー
ン
」
と
不
得

要
領
な
返
事
を
し
て
居
る
と
、
中
で
「
俺
は
三
度
目
さ
」
と
云
つ
た
奴
が
あ

る
。
「
俺
は
二
度
目
だ
」
と
云
ふ
声
が
続
い
て
出
た
。
五
ツ
六
ツ
こ
ん
な
事

を
云
つ
た
。
ど
れ
も
負
け
ぬ
気
と
見
え
る
。
負
け
た
つ
て
、
ど
ー
で
も
い
ゝ

で
は
な
い
か
。
二
度
な
ら
遂
に
二
度
、
一
度
な
ら
遂
に
一
度
で
は
な
い
か
。
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要
す
る
に
、
二
が
一
に
な
れ
は
す
ま
い
し
、
一
度
が
二
度
に
な
れ
は
す
ま
い
。

太
陽
と
月
と
、
ど
つ
ち
が
好
い
と
云
つ
た
処
で
、
太
陽
は
矢
張
り
太
陽
だ
、

月
は
矢
張
り
月
だ
。
外
の
連
中
は
、
皆
こ
ん
ど
が
始
め
て
だ
と
見
え
て
、
だ

ま
つ
て
居
る
。
何
と
な
く
座
が
白
け
て
来
る
。
沈
ん
で
来
る
。
皆
、
怒
つ
た

様
な
面
を
し
て
居
る
。
俺
は
こ
の
め﹅
入﹅
る﹅
と
云
ふ
程
、
気
に
向
か
ん
事
は
な

い
。
沈
ん
で
居
つ
て
も
一
日
、
浮
ん
で
居
つ
て
も
一
日
、
白
け
て
居
つ
て
も

一
日
、
黒
け
て
居
つ
て
も
一
日
、
乃
至
、
怒
つ
て
も
一
日
、
笑
つ
て
も
一
日

だ
。
沈
ん
で
白
け
て
怒
つ
て
居
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
黒
け
て
浮
ん
で
笑
つ

て
居
る
方
が
、
何
ぼ
ー
い
ゝ
か
解
り
や
し
な
い
。
徳
利
よ
り
か
瓢
箪
、
と
云

ふ
の
が
俺
の
主
義
、
さ
う
さ
。
主
義
だ
か
ら
、
早
速
、
俺
の
左
に
坐
つ
て
居

た
奴
を
捕
へ
て
話
し
か
け
た
。
「
君
も
こ
ん
度
が
始
め
だ
ね
」
と
、
聞
く
と
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「
そ
ー
だ
」
と
云
ふ
。
「
ど
ん
な
風
だ
つ
た
い
」
と
、
チ
ヨ
ツ
カ
イ
を
か
け

る
と
、
す
ぐ
拘かか
つ
た
ね
。
「
矢
張
り
君
の
話
の
通
り
さ
。
だ
が
、
君
と
は
又
、

変
つ
た
事
も
あ
つ
た
よ
」
と
来
た
。
「
な
る
程
」
と
答
へ
る
と
「
君
の
時
は

六
人
だ
さ
う
だ
が
、
俺
の
時
は
一
人
だ
つ
た
。
し
か
も
其
奴
の
色
の
黒
い
事
、

漆
を
塗
つ
て
其
上
に
油
を
か
け
て
、
又
、
其
上
に
磨
き
を
か
け
て
、
そ
し
て
、

サ
ハ
ラ
沙
漠
で
一
年
乾
か
し
た
、
と
云
ふ
奴
だ
」
「
な
る
程
な
」
、
「
時
は

十
二
時
過
よ
。
君
と
同
じ
様
に
、
寝
室
に
這
入
つ
て
騒
い
だ
ね
。
し
か
も
こ

の
沙
漠
先
生
、
頗
る
付
の
話
し
好
き
と
見
え
て
、
ド
ツ
カ
と
坐
り
こ
ん
だ
な

り
、
い
や
話
す
は
〳
〵
。
笑
つ
て
見
た
り
、
怒
つ
て
見
た
り
の
一
人
舞
台
だ
。

此
間
約
一
時
間
。
な
に
俺
は
、
側
で
昵ぢつ
と
居
眠
の
練
習
さ
。
ス
ル
ト
沙
漠
先

生
、
ヒ
ヨ
ロ
〳
〵
と
立
つ
て
、
ガ
ラ
ス
窓
を
あ
け
た
と
思
ひ
給
へ
。
丁
度
、
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昨
夜
は
十
五
日
だ
、
満
月
さ
。
虫
は
鳴
か
な
か
つ
た
が
、
皎
々
た
る
盆
大
の

明
光
、
中
天
に
懸
つ
て
水
の
滴
り
さ
う
な
奴
。
長
天
繊
影
な
く
、
大
他
閑
寂

た
り
、
清
爽
寥
然
と
し
て
向
陵
一
夜
秋
懐
深
し
て
ん
だ
。
起
き
て
居
る
の
は
、

例
の
沙
漠
先
生
と
、 

憧  

々 

ど
う
ど
う

た
る
俺
ば
か
り
さ
。
突
如
、
ザ
ー
と
飛
瀑
の
音

を
聞
き
得
た
り
。
何
と
思
ふ
つ
て
、
小
便
の
音
さ
。
し
か
し
そ
ー
笑
ふ
勿
れ

だ
。
此
の
時
程
俺
は
、
美
く
し
う
感
じ
た
事
は
無
か
つ
た
よ
。
全
く
美
化
さ

れ
た
ね
、
俺
も
沙
漠
先
生
も
、
殊
に
小
便
が
だ
。
小
便
を
す
る
は
須
す
べ
か
らく
此
時

に
於
て
す
可
し
だ
。
名
月
、
沙
漠
男
、
慥
に
俳
句
に
は
な
る
よ
。
美
と
云
ふ

奴
は
妙
な
も
の
で
、
と
ん
で
も
な
い
物
が
、
非
常
な
美
と
変
化
す
る
事
が
あ

る
。
尤
も
、
裸
体
が
美
の
真
髄
だ
な
ど
云
ふ
、
此
頃
だ
さ
う
だ
か
ら
ね
。
悪

に
強
き
も
の
は
、
善
に
も
強
し
と
云
ふ
と
、
え
ら
く
寺
の
和
尚
の
説
法
め
い
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て
は
居
る
が
、
全
く
だ
。
要
す
る
に
、
非
常
な
極
端
と
極
端
と
は
、
又
、
尤

も
近
い
物
で
有
つ
て
、
其
間
の
差
は
、
到
底
、
認
め
る
事
が
出
来
ん
。
咲
き

揃
つ
た
万
朶
の
花
と
、
そ
れ
か
ら
、
散
つ
て
し
ま
つ
た
花
と
は
、
一
は
繁
栄

の
極
で
、
一
は
凋
落
の
極
だ
が
、
其
咲
い
て
そ
し
て
散
る
時
の
美
、
考
へ
て

見
る
と
、
分
秒
の
間
髪
を
入
れ
な
い
処
に
有
る
刹
那
だ
ね
。
知
つ
て
る
か
も

し
ら
ん
が
、
「
見
渡
せ
ば
桜
の
中
の
賭
博
哉
」
と
云
ふ
句
が
有
る
が
、
此
時

の
賭
博
は
、
ず
ん
と
美
し
い
で
は
な
い
か
。
此
の
間
髪
を
入
れ
ず
と
云
ふ
処

が
面
白
い
。
ヤ
ツ
と
云
ふ
間
に
頸
が
落
ち
る
、
と
云
ふ
処
が
面
白
い
。
頸
の

有
る
人
間
と
、
頸
の
無
い
人
間
と
、
そ
れ
が
、
た
ん
だ
、
ヤ
ツ
と
云
ふ
間
に

定
ま
る
と
云
ふ
、
イ
ヤ
面
白
い
ぞ
〳
〵
。

　
扨
、
其
続
き
だ
が
、
小
便
の
音
も
ぢ
き
に
遏や
ん
で
し
ま
つ
た
。
と
思
ふ
内
、
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沙
漠
先
生
、
何
と
思
つ
た
か
俺
を
捕
へ
た
。
と
、
そ
れ
か
ら
後
は
君
と
同
じ
。

グ
ル
〳
〵
の
ボ
チ
ヤ
ン
さ
」
「
オ
ヤ
〳
〵
そ
ー
か
い
」
、
中
々
小
む
づ
か
し

い
事
を
云
ふ
奴
だ
な
、
と
思
つ
て
居
る
と
、
向
う
の
方
に
居
た
奴
が
、
「
そ

ー
あ
ん
ま
り
驚
か
な
い
様
に
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
そ
ん
な
事
は
毎
夜
だ
よ
」
此

の
赤
毛
布
奴

あ
か
げ
つ
と
め
、
と
云
ふ
顔
付
。
古
毛
布
め
、
何
を
ぬ
か
す
と
思
つ
た
が
、
此

奴
、
一
番
眠
気
覚
し
に
し
て
や
ら
う
と
思
つ
た
か
ら
、
「
そ
ー
か
ね
、
君
等

は
随
分
古
顔
だ
か
ら
、
中
々
面
白
い
事
が
有
つ
た
で
せ
う
ね
」
と
云
ふ
と
、

遂
々
や
り
出
し
た
。
「
そ
り
や
有
る
さ
。
君
等
に
話
し
た
処
で
、
到
底
、
ま

だ
解
ら
ん
だ
ら
う
が
、
未
だ
、
こ
れ
か
ら
、
生
末
の
長
い
君
等
だ
か
ら
、
随

分
、
後
学
の
為
に
も
な
る
で
あ
ら
う
、
忘
れ
な
い
様
に
、
聞
い
て
置
い
た
ら

よ
か
ら
う
さ
。
俺
は
、
此
処
に
来
て
か
ら
四
年
に
な
る
の
だ
。
始
め
て
来
た
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時
は
、
東
寮
と
云
ふ
処
に
居
た
の
だ
。
君
等
は
未
だ
見
な
い
か
も
知
れ
ん
が
、

此
寮
な
ぞ
よ
り
は
ズ
ツ
ト
高
い
三
階
だ
。
三
階
は
三
階
で
も
、
（
三
界
に
身

の
置
き
処
な
し
三
世
相
）
と
云
ふ
奴
で
、
監
獄
と
思
へ
ば
余
り
間
違
ひ
は
な

い
よ
。
大
き
い
丈
に
、
生
徒
の
数
も
二
百
計
り
は
居
る
様
だ
。
数
が
多
い
だ

け
に
又
、
変
つ
た
事
も
大
有
り
だ
。
さ
う
さ
ね
、
随
分
話
し
に
な
り
さ
う
な

事
は
あ
る
が
、
ヲ
ー
さ
う
だ
、
君
等
は
未
だ
、
人
間
の
死
ぬ
る
、
勿
論
、
自

殺
す
る
処
を
見
た
事
は
あ
る
ま
い
。
　
　
な
に
五
六
遍
見
た
つ
て
。
そ
れ
は

え
ら
い
。
な
ん
だ
例
の
鐘
や
太
鼓
の
調
子
で
や
る
の
だ
ら
う
て
、
何
の
事
だ

い
そ
れ
は
。
芝
居
で
だ
つ
て
、
馬
鹿
に
す
る
な
い
、
そ
ん
な
ケ
チ
臭
い
の
で

は
な
い
よ
、
赤
毛
布
を
被
つ
て
ソ
ロ
〳
〵
匍
ひ
込
む
、
そ
ん
な
で
は
な
い
の

だ
。
さ
す
が
は
、
高
陵
の
健
男
子
と
か
云
ふ
丈
に
、
立
派
な
物
だ
つ
た
よ
。
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あ
ゝ
、
今
思
ひ
出
し
て
も
、
気
の
毒
で
な
ら
ん
わ
い
。
丁
度
、
今
か
ら
一
年

前
だ
。
秋
風
蕭
殺
の
気
が
、
天
地
に
籠
つ
て
、
涼
し
い
〳
〵
が
、
寒
い
〳
〵

に
な
ら
う
と
云
ふ
時
、
死
に
そ
く
な
つ
た
狂
蝶
が
、
ま
つ
白
な
桜
の
返
り
花

に
、
冷
た
い
残
骸
を
乗
せ
て
居
よ
う
と
云
ふ
頃
、
一
夜
、
矢
張
り
十
一
時
過

ぎ
、
俺
は
三
階
の
窓
の
上
で
、
暫
く
無
我
の
体てい
だ
つ
た
。
ツ
イ
と
、
何
気
な

く
下
を
見
る
と
、
窓
に
立
つ
て
ゐ
る
人
が
あ
る
。
青
白
い
月
光
に
、
片
頬
丈

ゲ
ツ
ソ
リ
と
こ
け
た
の
が
、
透
き
通
る
様
に
見
え
る
。
し
か
も
、
眼
に
キ
ラ

〳
〵
と
輝
く
物
は
、
露
か
涙
か
、
初
め
に
は
君
等
の
知
つ
て
る
、
例
の
化
物

連
中
か
と
も
思
つ
た
が
、
容
子
が
ど
ー
も
変
だ
、
一
口
も
物
を
云
は
な
い
で
、

立
つ
て
る
事
半
時
計
り
。
俄
然
、
ヒ
ラ
リ
と
動
い
た
と
思
ふ
が
早
い
か
、
窓

か
ら
、
大
地
に
向
け
て
ツ
ル
リ
、
真
つ
逆
様
、
ド
タ
リ
と
音
が
聞
え
た
き
り
、
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向
陵
は
、
又
も
寂
寞
に
帰
つ
て
し
ま
つ
た
。
勿
論
、
自
殺
さ
。
此
時
の
俺
は
、

人
間
で
は
無
い
が
恐
ろ
し
か
つ
た
ね
。
ど
ー
し
て
死
ぬ
気
に
な
つ
た
で
あ
ら

う
。
さ
つ
き
か
ら
、
開
い
た
ま
ゝ
の
窓
の
処
を
見
て
ゐ
る
と
、
ボ
ヤ
ツ
と
見

え
る
の
は
、
今
の
ゲ
ツ
ソ
リ
頬
の
こ
け
た
人
の
顔
だ
し
か
も
半
面
鮮
血
淋
漓
、

ゾ
ツ
と
し
て
眼
を
し
ば
た
ゝ
く
と
、
窓
は
矢
つ
張
り
あ
い
た
ま
ゝ
で
、
斜
に
、

月
の
光
が
画
の
様
。
三
階
か
ら
飛
び
降
り
て
死
ぬ
る
、
何
と
し
た
は
か
な
い

運
命
で
あ
つ
た
ら
う
。
三
階
が
人
を
殺
す
道
具
に
な
ら
う
と
は
、
蓋
し
、
何

人
も
始
め
か
ら
思
ひ
付
く
人
は
あ
る
ま
い
。
三
階
と
て
人
間
の
棲
む
処
だ
。

そ
れ
が
、
人
を
殺
す
処
と
な
る
。
俺
は
、
い
ろ
ん
な
事
を
考
へ
て
見
た
。
刃
、

剣
、
鉄
砲
、
毒
薬
、
病
、
こ
れ
等
は
、
吾
々
が
人
を
殺
し
得
る
物
と
、
普
通

に
知
つ
て
居
る
物
だ
が
、
人
を
殺
す
も
の
は
、
ど
ー
し
て
、
そ
れ
処
で
は
無
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い
。
手
拭
で
も
殺
せ
る
、
棒
で
も
殺
せ
る
、
足
で
も
殺
せ
る
、
瀑
に
落
ち
て

も
死
ぬ
る
、
噴
火
口
に
這
入
つ
て
も
死
ぬ
る
、
戦
争
で
も
死
ぬ
る
、
乃
至
、

三
階
で
も
死
ぬ
る
で
は
な
い
か
。
地
球
上
、
至
る
処
は
死
に
道
具
で
満
ち
て

居
る
様
に
思
は
れ
る
。
吾
々
は
、
如
何
な
る
処
で
も
、
何
を
以
て
で
も
、
ど

う
云
ふ
方
法
で
も
、
直
ち
に
死
ぬ
る
事
が
出
来
る
。
吾
々
が
呼
吸
し
て
ゐ
る
、

空
気
を
吸
ふ
の
は
生
き
る
所
以
で
、
吐
き
出
す
の
は
死
ぬ
る
所
以
か
、
乃
至
、

吐
く
の
で
生
き
て
る
、
吸
ふ
の
で
死
ぬ
る
の
か
。
ど
つ
ち
に
転
ん
で
も
、
す

ぐ
死
ぬ
る
の
だ
。
吸
う
た
り
、
吐
い
た
り
、
其
処
で
吾
人
は
生
き
て
居
る
で

は
な
い
か
。
吾
々
は
、
死
な
う
と
思
へ
ば
、
何
時
で
も
死
に
得
る
。
そ
れ
を
、

危
い
呼
吸
で
生
き
て
居
る
の
で
は
な
い
か
。
死
ぬ
る
と
云
ふ
事
は
、
何
だ
か
、

こ
の
呼
吸
の
面
白
さ
を
解
し
て
居
な
い
様
に
見
え
る
。
し
か
し
、
俺
の
考
が
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間
違
つ
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
想
像
は
想
像
を
生
み
出
し
て
、
止
む
時

が
な
い
。
死
ぬ
る
事
ば
か
り
で
は
無
く
、
総
て
の
事
柄
は
、
此
の
呼
吸
で
や

つ
て
行
く
様
だ
。
ヤ
ツ
と
云
ふ
間
に
、
舞
台
は
、
ク
ラ
リ
〳
〵
と
変
つ
て
行

く
。
過
去
六
十
年
の
歴
史
は
、
此
の
ヤ
ツ
と
云
ふ
呼
吸
か
ら
出
て
来
た
火
花

だ
。
両
国
で
花
火
を
見
る
時
、
パ
ン
と
音
が
し
て
、
サ
ツ
と
幾
百
条
の
赤
い

光
線
が
出
る
。
光
線
は
即
人
間
の
歴
史
で
、
美
く
し
い
面
白
い
が
、
其
パ
ン

と
云
ふ
音
の
方
が
、
俺
に
は
面
白
う
思
は
れ
る
。
宇
宙
は
、
総
て
こ
の
「
パ

ン
」
「
サ
ツ
」
で
以
て
出
来
て
ゐ
る
。
「
パ
ン
」
を
知
つ
た
ら
、
「
サ
ツ
」

は
解
る
。
「
サ
ツ
」
を
見
て
も
、
「
パ
ン
」
は
中
々
解
ら
な
い
。
此
の
頃
は
、

眼
で
殺
さ
れ
る
人
間
も
有
る
と
云
ふ
が
、
此
の
「
パ
ン
」
「
サ
ツ
」
を
知
ら

な
い
か
ら
だ
と
思
ふ
。
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自
殺
か
ら
、
と
ん
だ
話
に
な
つ
た
が
、
ま
だ
〳
〵
面
白
い
事
が
有
る
よ
。

君
等
は
未
だ
日
が
浅
い
か
ら
、
此
処
に
居
る
生
徒
の
気
質
な
ど
も
、
よ
く
解

ら
ん
だ
ら
う
が
、
中
々
、
面
白
い
処
が
あ
る
よ
。
俺
は
さ
い
〳
〵
例
の
化
物

連
の
御
か
げ
で
、
と
云
ふ
の
は
、
化
物
は
俺
を
忘
れ
て
行
つ
て
く
れ
た
か
ら

で
、
自
修
室
に
、
二
三
日
も
遊
ん
で
居
た
事
が
あ
る
が
、
い
や
中
々
の
面
白

さ
。
君
が
居
る
北
寮
の
、
四
番
室
と
云
ふ
処
に
居
つ
た
時
も
、
随
分
愉
快
だ

つ
た
よ
。
あ
す
こ
に
は
、
慥
か
に
五
人
居
た
と
思
つ
た
が
、
今
で
も
そ
ー
か

知
ら
ん
、
支
那
人
も
一
人
居
つ
た
様
だ
。
人
数
は
少
な
い
が
、
騒
い
で
、
唸

る
、
踊
る
、
喰
ふ
、
し
か
も
議
論
が
す
さ
ま
じ
い
、
イ
ヤ
、
と
も
す
る
と
、

真
に
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
、
ま
る
で
烏
賊
の
墨
を
吹
く
様
、
汚
な
く
て
、
は

た
に
は
寄
り
付
か
れ
な
い
始
末
だ
。
或
日
の
事
、
中
の
騒
人
、
頭
の
馬
鹿
に
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大
き
い
男
が
、
少
々
、
風
の
気
味
と
云
ふ
の
で
、
切
り
と
、
猫
の
様
な
ク
シ

ヤ
ミ
を
し
て
居
る
。
す
る
と
、
其
す
ぐ
向
ひ
側
に
居
た
色
の
白
い
男
が
、
平

生
、
毒
舌
を
以
て
自
任
し
て
居
る
さ
う
だ
が
、
「
風
邪
を
引
く
様
な
不
景
気

な
奴
は
早
く
寝
て
し
ま
へ
」
と
云
つ
た
の
だ
。
処
が
、
そ
れ
か
ら
大
議
論
さ
。

「
引
い
た
物
は
引
い
た
物
だ
い
」
と
大
頭
が
云
ふ
。
全
く
怒
つ
て
居
た
様
だ
。

「
引
か
な
い
物
は
引
か
な
い
さ
」
、
と
白
頭
は
軽
く
流
す
。
「
貴
様
は
、
風

を
引
か
な
い
の
を
得
意
と
し
て
居
る
け
れ
共
、
抑
そ
も
そ
も、
世
人
皆
風
邪
を
引
か
ざ

る
時
は
、
風
邪
薬
屋
は
如
何
せ
ん
だ
。
貴
様
は
ド
ダ
イ
個
人
主
義
だ
か
ら
だ

め
だ
。
二
十
世
紀
は
、
社
会
（
全
体
）
主
義
で
な
く
て
は
い
か
ん
よ
。
世
の

中
は
、
一
本
立
で
は
遂
に
な
る
能
は
ず
、
寄
り
つ
寄
ら
れ
つ
、
吹
き
つ
吹
か

れ
つ
、
と
云
ふ
処
で
以
て
社
会
あ
り
、
国
家
有
焉
さ
。
貴
様
に
は
、
自
分
の
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睾
丸
よ
り
外
に
は
無
い
物
と
思
つ
て
る
か
ら
い
か
ん
。
凡
て
、
社
会
（
全
体
）

主
義
な
る
も
の
ゝ
有
難
さ
を
、
君
等
見
た
い
な
個
人
主
義
者
に
、
例
を
以
て

示
し
て
や
ら
う
」
、
「
成
可
く
な
ら
食
物
の
例
で
た
の
む
よ
」
と
、
白
頭
が

茶
化
す
。
「
え
、
黙
つ
て
居
ろ
。
君
等
も
十
人
十
色
と
云
ふ
事
位
は
知
つ
て

居
る
だ
ら
う
。
要
す
る
に
、
十
人
十
色
と
は
「
異
」
と
云
ふ
事
を
通
俗
的
に

云
つ
た
も
の
だ
。
「
異
」
と
は
、
即
「
異
」
で
有
つ
て
「
異
な
れ
り
」
だ
。

凡
そ
宇
宙
間
に
同
じ
物
は
一
つ
も
な
い
。
な
に
有
る
、
何
だ
つ
て
、
君
と
大

頭
と
は
同
じ
物
だ
つ
て
、
よ
せ
、
馬
鹿
野
郎
！
」
白
頭
は
笑
ひ
な
が
ら
曰
く

さ
「
そ
れ
は
笑
談
だ
が
、
実
際
、
僕
は
有
る
と
思
ふ
。
近
い
処
が
、
男
と
女

と
は
同
じ
も
の
だ
。
夜
と
昼
、
天
と
地
、
美
と
醜
、
君
の
財
布
と
俺
の
財
布

な
ど
は
、
皆
同
じ
物
だ
。
試
に
云
は
ん
だ
、
今
世
界
に
男
と
云
ふ
者
が
無
か
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つ
た
な
ら
ば
、
如
何
な
る
者
を
女
と
云
ふ
や
だ
。
同
じ
く
女
が
無
か
つ
た
ら

男
も
無
い
。
要
す
る
に
男
と
女
は
同
じ
物
だ
。
美
人
と
云
ふ
の
は
醜
人
が
あ

る
か
ら
な
の
だ
。
醜
が
無
か
つ
た
ら
美
は
無
い
。
美
が
無
か
つ
た
ら
勿
論
醜

も
な
い
。
美
醜
こ
ゝ
に
於
て
一
な
り
だ
。
君
の
財
布
と
、
俺
の
財
布
が
同
一

物
な
る
事
は
、
君
も
知
つ
て
る
だ
ら
う
。
要
す
る
に
、
親
と
云
ふ
の
は
、
子

が
有
る
か
ら
云
ふ
の
で
、
子
が
無
か
つ
た
ら
親
は
無
い
。
親
が
無
か
つ
た
ら
、

無
論
、
子
は
無
い
。
即
、
子
と
親
と
は
同
一
物
だ
。
此
所
に
於
て
、
親
の
物

は
子
の
物
な
り
、
と
云
ふ
推
定
に
到
着
す
る
の
だ
。
も
少
し
本
を
読
ん
で
来

給
へ
だ
」
、
す
る
と
大
頭
、
怒
る
ま
い
事
か
「
馬
鹿
云
へ
、
そ
ん
な
黒
白
同

一
論
位
は
、
小
学
校
の
時
に
読
ん
で
し
ま
つ
て
、
今
で
は
忘
れ
て
し
ま
つ
た

の
だ
。
第
一
、
そ
ん
な
拡
充
の
異
つ
た
言
葉
を
捕
へ
て
、
俺
の
目
を
眩
惑
さ
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せ
よ
ー
と
し
た
処
で
、
支
那
人
と
は
少
し
違
つ
て
ら
い
。
も
少
し
本
を
読
ん

で
来
い
だ
。
そ
ん
な
足
台
の
暗
い
論
は
よ
し
て
、
俺
の
云
ふ
事
で
も
、
筆
記

し
て
置
く
べ
し
だ
。
処
で
、
其
の
何
だ
、
宇
宙
間
の
物
総
べ
て
異
な
つ
て
居

る
の
は
真
理
な
の
だ
、
で
、
思
ふ
に
だ
な
、
ど
ー
し
て
斯
う
異
つ
て
居
る
だ

ら
う
。
同
じ
物
が
一
つ
も
無
い
と
は
、
不
思
議
の
極
で
は
な
い
か
。
し
か
し

よ
く
考
へ
て
見
る
と
、
此
処
が
即
我
が
社
会
（
全
体
）
主
義
の
、
尤
も
有
難

き
所
以
な
の
で
有
つ
て
、
異
つ
て
居
る
と
云
ふ
の
が
、
即
、
御
互
ひ
に
相
依

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
所
以
な
の
だ
。
今
社
会
、
少
な
く
と
も
本
郷

辺
の
人
間
の
顔
付
が
、
み
ん
な
同
一
恰
好
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
と
し
て
見
ろ
、

其
の
混
雑
は
ど
ー
だ
ら
う
。
鐘
や
太
鼓
で
以
て
「
我
夫
わ
い
の
ー
」
「
我
妻

わ
い
の
ー
」
「
我
兄
わ
い
の
ー
」
で
、
探
し
廻
ら
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
、
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か
う
云
ふ
混
雑
の
な
い
為
に
、
チ
ヤ
ン
と
様
々
な
異
つ
た
顔
付
に
作
つ
て
有

る
と
云
ふ
の
は
、
ど
ー
だ
、
人
間
が
社
会
的
、
相
対
的
動
物
な
る
可
き
最
大

証
拠
で
は
な
い
か
。
未
だ
あ
る
。
此
総
て
の
点
に
於
て
、
異
つ
て
居
る
と
云

ふ
の
は
、
畢
竟
ず
る
に
、
あ
ら
ゆ
る
進
歩
が
生
じ
て
来
る
処
で
あ
つ
て
、
異

つ
て
居
る
処
が
、
平
和
に
、
静
穏
に
行
く
唯
一
の
所
以
で
有
る
の
だ
。
笑
つ

て
ば
か
り
居
る
人
も
有
ら
う
。
怒
つ
て
ば
か
り
居
る
人
も
あ
ら
う
。
泣
い
て

ば
か
り
居
る
人
も
あ
ら
う
。
し
か
し
、
か
く
異
つ
て
居
る
処
で
平
均
が
取
れ

て
行
く
。
皆
人
間
が
笑
つ
て
ば
か
り
居
た
り
、
も
し
く
は
怒
つ
て
ば
か
り
居

た
ら
ど
ー
だ
。
或
は
、
弥
次
く
つ
て
、
饒
舌
し
や
べ
く
り
廻
る
人
も
あ
ら
う
。
黙
つ

て
寝
て
居
る
人
も
有
ら
う
。
走
つ
て
る
人
も
あ
ら
う
。
歩
い
て
る
人
も
有
ら

う
。
か
く
異
つ
て
居
る
か
ら
、
万
事
平
均
が
取
れ
て
、
う
ま
く
運
び
が
取
れ

38俺の記



て
行
く
の
だ
。
も
し
皆
が
弥
次
く
り
廻
つ
た
り
、
饒
舌
く
り
廻
つ
た
り
し
て

居
た
な
ら
、
其
騒
ぎ
は
ど
ー
だ
ら
う
。
以
上
に
述
べ
た
通
り
、
人
間
が
か
く

総
て
の
点
で
異
つ
て
居
る
と
云
ふ
の
が
、
即
、
人
間
は
社
会
（
全
体
）
主
義

者
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
相
対
的
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
と
云
ふ
所
以
の
物

だ
。
君
の
如
き
白
い
頭
に
で
も
、
大
分
こ
れ
で
解
す
る
処
が
有
つ
た
だ
ら
う
。

即
、
我
輩
が
風
を
引
い
た
る
所
以
も
解
つ
た
で
あ
ら
う
。
風
邪
を
引
い
た
者

も
あ
り
、
引
か
ぬ
者
も
あ
り
、
即
之
、
進
歩
の
あ
る
所
以
、
平
和
の
あ
る
所

以
、
平
均
の
あ
る
所
以
、
相
対
的
な
る
所
以
な
り
だ
」

「
イ
ヨ
ー
、
中
々
く
は
し
い
説
明
だ
ね
。
併
し
矢
つ
張
り
風
は
治
ら
ん
様
に

見
え
る
な
」
と
、
白
頭
が
ヘ
ラ
ズ
口
を
叩
い
て
居
る
時
、
カ
ラ
〳
〵
と
戸
を

開
け
て
帰
つ
て
来
た
の
は
、
今
迄
留
守
で
有
つ
た
仲
間
の
一
人
だ
。
馬
鹿
に
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痩
せ
た
処
が
幽
霊
じ
み
て
居
る
の
で
、
幽
霊
と
も
、
ネ
ー
ベ
ル
ガ
イ
ス
タ
ー

と
も
云
ふ
名
だ
さ
う
な
。
今
迄
、
ム
キ
に
な
つ
て
居
た
二
人
は
、
俄
に
向
き

な
ほ
つ
て
、
「
帰
つ
た
か
」
と
云
ふ
。
幽
的
は
「
オ
ー
」
と
云
ひ
な
が
ら
、

成
程
、
幽
霊
的
な
細
い
手
を
袂
に
入
れ
て
、
掻
き
廻
し
て
居
た
が
、
「
ソ
ラ
」

と
云
ひ
な
が
ら
、
大
頭
の
前
に
何
か
投
げ
出
し
た
。
「
何
だ
」
と
云
ひ
乍
ら

大
頭
は
、
つ
と
其
物
を
見
た
が
、
俄
然
、
大
き
な
顔
に
壊
れ
る
様
な
笑
顔
を

見
せ
て
、
「
有
難
い
、
君
な
ら
な
く
て
だ
、
浮
ん
だ
よ
」
と
云
ふ
。
「
其
の

大
頭
が
か
」
、
と
白
頭
は
笑
ひ
な
が
ら
、
其
或
物
を
手
に
取
つ
て
見
せ
た
が
、

其
処
に
は
、
「
風
邪
薬
実
効
散
」
と
書
い
て
有
つ
た
。
幽
霊
は
得
意
気
な
顔

付
を
し
、
傍
に
立
つ
て
ス
マ
し
て
居
る
。
成
程
、
柄
に
無
い
親
切
な
男
だ
な
、

と
俺
も
思
つ
た
。
し
か
し
此
の
親
切
も
、
金
が
有
る
時
だ
け
か
も
知
れ
ん
。
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す
る
と
白
頭
は
、
矢
張
り
口
が
悪
い
生
れ
付
き
か
も
し
ら
ん
が
、
大
頭
に
向

つ
て
「
君
、
こ
の
薬
は
一
服
散
と
書
い
て
有
る
ぜ
。
一
服
丈
呑
ま
な
け
れ
ば

治
ら
な
い
と
見
え
る
ぜ
」
、
と
云
ふ
と
、
「
馬
鹿
な
、
一
服
丈
な
ん
て
奴
が

あ
る
か
い
。
一
服
で
治
ら
な
か
つ
た
時
は
二
服
呑
む
ん
だ
」
と
大
頭
は
云
ふ
。

「
処
が
、
そ
ー
で
無
い
。
見
給
へ
、
二
服
呑
め
ば
旧もと
に
帰
る
と
書
い
て
有
る

よ
」
、
と
白
頭
が
真
面
目
で
云
ふ
。
と
幽
霊
が
、
「
三
服
呑
め
ば
死
ぬ
る
と

書
い
て
あ
る
だ
ら
う
」
と
笑
ふ
。
す
る
と
三
人
が
一
時
に
ド
ツ
と
笑
つ
た
。

俺
も
可
笑
し
か
つ
た
か
ら
、
だ
ん
ま
つ
て
笑
つ
た
。

　
支
那
人
は
、
ス
マ
シ
タ
顔
を
し
て
、
鏡
と
首
引
を
し
て
居
る
。
ス
ル
ト
、

又
ガ
ラ
〳
〵
と
戸
を
開
け
て
残
り
の
一
人
が
帰
つ
て
来
た
。
図
書
館
に
行
つ

て
居
た
と
見
え
て
本
を
か
ゝ
へ
て
居
る
。
こ
れ
は
又
、
馬
鹿
に
色
の
黒
い
奴

41



だ
。
室
に
入
る
や
否
や
、
「
オ
イ
何
処
か
へ
行
か
う
、
腹
が
減
つ
て
お
へ
ぬ
」

と
云
ふ
。
「
金
は
有
る
か
い
」
と
白
頭
が
、
嘲
弄
的
の
横
目
を
見
せ
る
。

「
有
る
〳
〵
」
と
幽
霊
が
、
ス
マ
シ
タ
顔
付
を
し
て
云
ふ
。
話
し
は
直
に
ま

と
ま
つ
て
、
何
だ
か
ワ
ヤ
〳
〵
と
云
ひ
な
が
ら
、
四
人
で
部
屋
を
出
て
行
つ

た
。
隣
の
部
屋
の
時
計
は
九
時
を
打
つ
た
。
四
人
は
何
処
へ
行
つ
た
の
か
、

支
那
人
は
不
相
変
、
夜
だ
か
、
昼
だ
か
解
ら
ん
様
な
顔
を
し
て
ゐ
る
。
つ
い

眠
く
な
つ
た
の
で
、
俺
も
ツ
ル
リ
と
寝
込
ん
で
し
ま
つ
た
。

　
と
、
云
ふ
様
な
様
子
さ
、
中
々
面
白
か
つ
た
。

　
其
の
あ
く
る
日
も
愉
快
な
事
が
あ
つ
た
。
学
校
は
二
時
半
迄
だ
と
見
え
て
、

そ
れ
迄
は
ソ
ハ
〳
〵
し
て
居
る
様
だ
。
二
時
半
の
鐘
が
打
つ
て
し
ま
ふ
と
、

四
人
が
ノ
ビ
〳
〵
し
た
顔
を
し
て
帰
つ
て
来
た
。
一
人
は
手
紙
を
書
き
出
し
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た
。
一
人
は
サ
ン
ド
ー
を
ふ
つ
て
居
る
。
一
人
は
財
布
を
ひ
ろ
げ
て
居
る
。

一
人
は
窓
か
ら
ボ
ン
ヤ
リ
眺
め
て
居
る
。
ス
ル
ト
窓
の
外
か
ら
、
「
ド
ー
ダ

イ
」
と
云
ひ
乍
ら
、
顔
丈
出
し
た
奴
が
居
る
。
「
ど
ー
し
た
」
と
白
頭
が
云

ふ
と
、
「
今
日
は
旧
同
室
会
だ
か
ら
残
つ
て
居
る
の
だ
」
、
と
云
ひ
な
が
ら
、

肱
立
を
し
て
窓
を
越
え
て
部
屋
に
這
入
つ
て
来
た
。
し
か
も
靴
の
ま
ゝ
だ
か

ら
驚
く
。
よ
く
見
る
と
、
顔
の
黒
い
、
汚
い
容
子
を
し
て
居
る
。
し
か
も
其

背
丈
が
約
四
尺
も
あ
ら
う
か
、
「
チ
ビ
」
と
云
ふ
名
だ
さ
う
な
が
、
成
程
、

浅
草
者
だ
と
、
俺
も
つ
く
／
″
＼
感
心
し
て
、
出
来
る
事
な
ら
、
親
の
顔
も

見
て
や
り
た
か
つ
た
。
併
し
「
チ
ビ
」
先
生
は
、
土
足
で
も
、
す
こ
む
る
す

ま
し
た
者
で
、
話
す
、
笑
ふ
、
煙
草
を
吸
ふ
、
勉
強
も
し
な
い
で
饒
舌
く
つ

て
居
る
。
何
だ
か
、
又
、
議
論
が
始
ま
つ
た
様
だ
。
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「
君
は
そ
ん
な
事
を
云
ふ
が
、
ハ
イ
カ
ラ
と
云
つ
て
も
、
必
ず
し
も
排
斥
す

可
き
者
で
は
無
い
」
、
と
白
頭
が
チ
ビ
に
向
つ
て
云
つ
た
。
「
勿
論
、
我
々

は
蛮
カ
ラ
を
以
て
自
任
し
て
居
る
。
大
人
君
子
、
向
陵
の
健
児
に
し
て
理
想

と
し
て
ゐ
る
物
だ
か
ら
、
蛮
カ
ラ
ー
は
大
い
に
賞
す
可
し
だ
。
が
、
併
し
だ
、

君
だ
つ
て
花
見
に
行
か
ぬ
事
は
あ
る
ま
い
。
月
を
賞
せ
ぬ
事
は
無
い
だ
ら
う
。

今
、
ハ
イ
カ
ラ
ー
を
見
る
に
だ
な
、
頭
の
髪
を
ス
ツ
カ
リ
と
奇
麗
に
分
け
た

処
は
、
丁
度
、
雌
浪
雄
浪
が
ド
ー
〳
〵
と
、
寄
せ
て
は
返
す
如
く
。
雪
の
様

に
白
い
、
し
か
も
高
い
カ
ラ
ー
、
折
目
の
シ
ヤ
ン
と
し
た
洋
服
で
以
て
、
ス

ラ
リ
と
立
つ
た
所
は
、
第
一
奇
麗
ぢ
や
無
い
か
。
我
輩
は
敢
て
華
美
を
云
ふ

の
で
は
な
い
。
清
潔
を
云
ふ
の
だ
。
清
潔
は
我
四
綱
領
の
一
つ
を
占
め
て
居

る
。
翻
つ
て
、
バ
ン
カ
ラ
ー
を
見
る
に
だ
、
尤
も
近
き
例
は
君
さ
、
モ
シ
ヤ
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〳
〵
と
味
噌
玉
に
菌
の
生
え
た
様
な
頭
で
、
シ
ヤ
ツ
の
鈕
ボ
タ
ンは
ま
る
で
無
し
さ
。

帯
は
割
け
て
ゐ
る
、
袴
は
ポ
ロ
〳
〵
さ
。
お
ま
け
に
異
様
な
汚
臭
を
放
つ
に

至
つ
て
は
、
公
平
な
眼
を
以
て
、
決
し
て
左
袒
さ
た
ん
す
る
事
は
出
来
な
い
よ
。
我

輩
、
豈
敢
て
形
式
の
み
を
云
は
ん
や
だ
。
成
程
、
天
真
爛
熳
は
好
い
さ
。
し

か
し
、
今
世
界
の
人
間
が
す
つ
か
り
、
マ
ツ
裸
で
往
来
し
た
ら
何
と
思
ふ
、

我
輩
が
決
し
て
疑
は
な
い
真
理
が
有
る
。
即
「
美
は
隠
す
に
有
り
」
だ
。
早

い
話
が
、
今
も
し
僕
が
君
に
向
つ
て
、
「
大
馬
鹿
め
、
死
ん
で
し
ま
へ
」
と

云
つ
た
ら
、
仮
令
た
と
い
、
友
人
の
情
で
怒
ら
ぬ
か
も
し
ら
ん
が
、
面
白
く
な
い
だ

ら
う
、
さ
、
其
れ
を
心
に
隠
し
て
居
て
、
何
も
云
は
な
い
、
知
ら
ん
顔
し
て

居
る
、
と
云
ふ
処
で
何
事
も
美
く
し
う
行
く
の
で
は
な
い
か
。
美
は
隠
す
に

有
り
だ
よ
。
な
ん
だ
か
矢
た
ら
に
形
式
に
ば
か
り
走
る
と
思
ふ
か
も
し
ら
ん

45



が
、
そ
ー
で
は
な
い
。
と
云
ふ
の
は
、
此
ハ
イ
カ
ラ
な
る
者
は
、
僕
は
無
邪

気
だ
と
思
ふ
。
即
悪
気
と
云
ふ
物
が
な
い
。
即
悪
う
云
へ
ば
、
少
々
御
目
出

度
い
方
か
も
知
ら
ん
が
、
天
真
だ
と
思
ふ
。
頭
を
分
け
て
、
た
の
し
ん
で
居

る
処
は
無
邪
気
で
は
な
い
か
。
以
て
愛
す
可
し
だ
。
反
対
で
、
蛮
カ
ラ
ー
と

云
ふ
奴
は
、
表
裏
は
天
真
ラ
シ
イ
か
も
知
れ
な
い
が
、
僕
は
ど
ー
も
陰
険
だ

と
思
ふ
な
。
か
う
云
ふ
と
君
は
蛮
カ
ラ
也
、
故
に
陰
険
也
と
来
る
か
も
し
れ

ん
が
、
君
丈
は
例
外
だ
。
之
は
証
明
す
る
の
は
苦
し
い
が
、
慥
に
、
一
筋
繩

で
は
行
か
ぬ
人
間
だ
。
え
ら
い
奴
も
有
ら
う
が
、
悪
党
も
き
つ
と
蛮
カ
ラ
ー

に
有
る
よ
。
だ
か
ら
僕
は
蛮
カ
ラ
ー
親
し
む
可
か
ら
ず
、
ハ
イ
カ
ラ
ー
愛
す

可
し
と
云
ふ
の
だ
。
ど
う
だ
い
」
、
水
で
も
ほ
し
い
と
云
ふ
顔
付
だ
が
、
可

愛
さ
う
に
、
此
の
大
議
論
に
誰
も
耳
を
か
た
む
け
る
者
が
な
か
つ
た
。
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か
れ
こ
れ
す
る
中
に
、
四
時
に
な
つ
た
。
す
る
と
「
チ
ビ
」
は
「
僕
は
も

ー
行
か
う
、
失
敬
」
と
、
又
、
窓
か
ら
出
て
行
つ
た
。
ま
る
で
猫
だ
。
「
ヤ

イ
、
余
り
呑
む
な
」
、
大
頭
が
首
を
出
し
て
笑
つ
た
。
室
の
中
は
、
今
の

「
チ
ビ
」
が
穿
い
て
来
た
靴
の
泥
で
、
す
こ
む
る
汚
な
く
な
つ
た
。
「
汚
い

な
ー
、
ど
う
も
通
学
生
は
個
人
主
義
で
い
か
ん
。
自
分
が
居
ら
ん
か
ら
つ
て
、

ま
る
で
メ
チ
ヤ
だ
。
通
学
生
位
、
癪
に
さ
は
る
奴
は
無
い
よ
」
と
、
コ
ボ
し

て
ゐ
る
の
は
大
頭
だ
。
し
か
し
実
を
云
ふ
と
、
俺
の
見
て
る
中
に
、
此
の
大

頭
先
生
も
窓
か
ら
出
た
事
が
あ
つ
た
。

　
人
間
と
云
ふ
者
は
、
得
手
勝
手
な
者
だ
な
、
と
、
俺
は
つ
く
／
″
＼
思
つ

た
。
得
手
勝
手
と
云
ふ
事
は
、
欲
目
と
云
ふ
事
だ
。
贔
負
目

ひ
い
き
め

と
云
ふ
事
だ
。

贔
負
目
と
云
ふ
の
は
、
善
い
事
が
悪
う
見
え
た
り
、
悪
い
事
が
善
く
見
え
た

47



り
す
る
事
だ
。
自
分
が
え
ら
く
思
へ
た
り
、
露
西
亜
が
自
分
で
強
く
見
え
た

り
、
月
が
太
陽
よ
り
大
き
く
見
え
た
り
、
星
が
笑
つ
て
居
る
様
子
に
見
え
た

り
、
菫
が
泣
い
て
る
様
に
思
つ
た
り
、
昼
よ
り
も
夜
が
明
る
く
見
え
た
り
、

西
瓜
が
幽
霊
と
思
へ
た
り
、
汽
車
よ
り
も
自
動
車
が
早
い
様
に
思
へ
た
り
す

る
の
も
、
皆
、
此
の
得
手
勝
手
か
ら
生
ず
る
の
だ
と
思
へ
ば
、
得
手
勝
手
も
、

中
々
詩
的
な
物
だ
と
、
俺
は
一
人
考
へ
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。

　
扨
、
こ
ん
な
様
子
で
、
俺
は
二
三
日
、
四
番
室
で
遊
ん
で
居
た
が
、
目
に

見
え
て
感
心
し
た
の
は
、
此
の
四
人
だ
。
そ
り
や
中
々
悪
口
も
つ
く
し
、
悪

戯
も
す
る
が
、
も
と
〳
〵
悪
気
が
有
つ
て
ゞ
は
無
い
の
で
、
其
中
の
い
ゝ
事

は
、
ま
る
で
一
心
同
体
だ
。
起
き
る
の
も
諸
共
、
騒
ぐ
の
も
諸
共
、
甘
い
物

を
喰
ふ
時
も
諸
共
、
寝
る
の
も
諸
共
、
俺
も
つ
く
／
″
＼
羨
ま
し
い
位
で
あ
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つ
た
。
話
し
は
、
中
々
こ
れ
位
な
事
で
は
な
い
。
併
し
、
随
分
長
話
を
し
た

様
で
あ
つ
た
が
、
少
し
は
君
等
に
は
解
つ
た
か
い
」
と
、
こ
れ
で
四
年
目
の

先
生
の
話
は
終
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
「
い
や
ど
ー
も
大
し
た
も
の
で
」
と
、

実
は
俺
も
内
心
此
奴
の
経
験
の
複
雑
な
の
に
、
少
々
感
心
し
て
し
ま
つ
た
。

他
の
若
い
連
中
も
、
皆
感
心
し
て
居
る
様
だ
。
す
る
と
、
又
、
口
を
切
つ
た

者
が
あ
る
。

「
俺
も
君
等
に
、
自
慢
話
を
し
て
聞
か
せ
よ
う
か
な
。
俺
は
四
年
君
と
は
、

少
々
方
面
の
異
つ
た
方
で
、
四
年
君
が
旅
順
と
云
ふ
な
ら
、
俺
の
方
は
沙
河

と
で
も
云
ひ
た
い
ね
」
鬚
が
あ
つ
た
ら
捻ひね
り
た
い
と
云
ふ
処
だ
が
、 

生  

憎 

あ
い
に
く

、

鬚
も
な
け
れ
ば
手
も
無
い
か
ら
致
し
方
が
な
い
。
「
其
れ
は
聞
き
物
だ
な
」
、

一
同
が
お
だ
て
る
と
、
其
の
話
し
は
次
の
様
で
あ
つ
た
。
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「
実
は
、
俺
が
こ
れ
迄
行
つ
て
ゐ
た
方
は
、
小
使
部
屋
、
雪
隠
、
湯
殿
、
な

ど
の
方
面
だ
つ
た
。
俺
が
初
め
て
来
た
折
は
、
西
寮
の
小
使
部
屋
へ
持
つ
て

行
か
れ
た
の
さ
。
勿
論
小
使
部
屋
だ
、
マ
ツ
チ
箱
の
様
な
中
に
持
つ
て
来
て
、

角
火
鉢
、
大
薬
鑵
、
炭
取
、
箒
、
寝
台
、
布
団
、
机
、
鈴
、
乃
至
茶
碗
、
土

瓶
、
飯
箱
、
鉄
串
に
至
る
ま
で
、
ま
る
で
足
の
踏
み
処
も
無
い
始
末
、
も
し

火
事
が
始
ま
つ
た
時
に
は
、
小
使
は
キ
ツ
ト
焼
け
死
ぬ
る
に
異
ひ
な
い
と
思

つ
た
。
秋
小
口
は
さ
う
で
も
な
い
が
、
追
々
と
、
富
士
山
が
白
う
な
つ
て
来

る
頃
に
な
る
と
、
小
使
部
屋
の
火
鉢
に
だ
ん
〳
〵
と
、
炭
を
た
く
さ
ん
つ
ぎ

出
す
、
そ
れ
と
共
に
、
生
徒
が
こ
の
狭
い
小
使
部
屋
に
押
し
か
け
て
来
る
。

小
使
の
椅
子
を
チ
ヤ
ン
と
占
領
し
て
し
ま
つ
て
、
火
鉢
を
グ
ル
リ
ツ
と
取
り

ま
く
。
尤
も
、
こ
ん
な
事
を
や
る
の
は
古
い
生
徒
ば
か
り
だ
が
、
す
る
と
小
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使
は
、
法
螺
貝
の
中
か
ら
追
ひ
出
さ
れ
た
ヤ
ド
カ
リ
と
云
ふ
見
え
で
、
傍
に

シ
ヨ
ン
ボ
リ
と
、
斑
に
な
つ
た
小
倉
服
を
衣
て
、
寒
さ
う
に
立
つ
て
見
て
ゐ

る
。
コ
ツ
チ
は
一
向
頓
着
な
し
で
以
て
、
笑
つ
た
り
、
う
な
つ
た
り
、
小
使

な
る
者
の
存
在
は
、
も
と
よ
り
眼
中
に
無
い
の
で
、
時
に
よ
る
と
、
国
か
ら

可
愛
い
息
子
に
送
つ
て
来
た
餅
だ
の
、
魚
だ
の
を
持
つ
て
来
て
、
鉄
串
で
焼

い
て
喰
ふ
。
皆
、
狼
の
様
な
連
中
だ
も
の
、
御
溜
り
コ
ボ
シ
が
有
る
も
の
か
、

あ
は
れ
息
子
に
、
あ
の
可
愛
い
息
子
に
喰
は
せ
よ
う
と
、
は
る
／
″
＼
送
つ

て
来
た
餅
は
、
支
那
の
様
に
、
見
る
間
に
蚕
養
せ
ら
れ
て
し
ま
つ
て
、
肝
心

の
息
子
様
は
、
ヤ
ツ
ト
一
つ
、
呑
み
こ
ん
だ
か
呑
み
込
ま
ん
か
と
云
ふ
有
様
、

も
し
、
ソ
ロ
〳
〵
噛
ん
で
居
よ
う
も
の
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
半
分
も
此
の
息

子
は
喰
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
俺
は
つ
ら
〳
〵
考
へ
た
ね
、
決
し
て
江
戸
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に
出
て
居
る
息
子
な
ぞ
に
、
餅
を
送
つ
て
や
つ
た
り
す
る
者
で
は
な
い
と
。

　
或
日
の
事
で
有
つ
た
が
、
朝
か
ら
、
ド
ン
〳
〵
と
云
ふ
大
雪
、
小
使
部
屋

は
従
つ
て
素
敵
な
人
数
、
小
使
は
壁
の
方
に
押
し
付
け
ら
れ
て
、
小
さ
く
な

つ
て
居
る
。
も
少
し
押
し
た
ら
、
小
使
は
大
方
、
壁
の
中
に
塗
り
込
ま
れ
て

し
ま
ふ
だ
ら
う
と
、
心
配
し
た
程
だ
つ
た
。
従
つ
て
、
話
も
随
分
始
ま
る
。

一
番
火
鉢
の
傍
に
か
ま
へ
て
居
た
、
化
物
見
た
い
な
生
徒
が
、
「
そ
ー
、
メ

チ
ヤ
〳
〵
に
云
ふ
程
で
も
な
い
、
酒
を
呑
む
つ
て
、
決
し
て
害
計
り
は
存
在

し
て
居
な
い
よ
」
と
云
つ
た
。
調
子
が
、
馬
鹿
に
高
か
つ
た
の
で
、
フ
イ
と

耳
を
傾
け
る
と
、
「
総
て
君
、
物
に
は
両
面
あ
り
さ
。
楯
の
表
裏
も
古
い
話

し
だ
が
、
行
く
と
云
ふ
裏
に
は
帰
る
と
云
ふ
奴
が
隠
れ
て
ゐ
る
。
上
る
と
云

ふ
の
は
下
る
と
云
ふ
の
を
意
味
し
て
居
る
。
要
す
る
に
、
燗
徳
利
主
義
と
云
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ふ
の
だ
。
と
は
、
其
れ
燗
徳
利
は
銅
壺
の
中
に
、
這
入
つ
た
り
又
出
た
り
、

出
た
り
這
入
つ
た
り
、
這
入
る
の
は
即
出
る
に
あ
る
処
、
出
る
は
即
這
入
る

処
と
云
ふ
の
さ
。
何
し
ろ
、
善
い
処
と
悪
い
処
と
は
必
ず
ク
ツ
付
い
て
居
る

物
だ
。
一
が
い
に
、
冬
を
寒
い
と
云
つ
て
炬
燵
に
尻
を
焙
つ
て
居
る
快
楽
を

無
視
す
る
の
は
い
か
ん
。
成
程
、
酒
は
ス
ト
ー
ム
、
始
め
て
か
知
ら
ん
が
、

昨
夜
、
君
等
が
見
た
と
云
ふ
化
物
連
の
事
を
、
ス
ト
ー
ム
と
云
ふ
の
だ
。
其

の
ス
ト
ー
ム
の
玉
子
か
も
知
れ
ん
。
だ
が
、
ス
ト
ー
ム
の
快
不
快
、
利
不
利

は
別
問
題
と
し
て
も
だ
、
酒
な
る
物
が
、
所
謂
、
大
人
君
子
連
に
、
与
へ
て

居
る
利
害
の
点
に
関
し
て
、
ス
ト
ー
ム
以
外
に
、
猶
大
な
る
物
が
あ
る
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。
我
輩
は
、
酒
そ
の
物
が
悪
い
と
云
ふ
事
を
、
し
ば
〳
〵
聞
か

さ
れ
た
が
、
此
の
そ
の
物
が
悪
い
と
云
ふ
事
は
、
根
本
的
に
云
ひ
得
な
い
事
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だ
と
思
ふ
。
こ
れ
は
丁
度
、
太
陽
そ
の
物
が
好
い
と
か
、
悪
い
と
か
云
ふ
の

と
同
じ
で
、
全
く
、
ノ
ン
セ
ン
ス
の
話
さ
。
即
、
我
輩
が
述
べ
た
い
の
は
、

酒
と
吾
々
大
人
君
子
の
境
遇
と
、
此
の
相
互
間
の
接
触
上
に
出
て
来
る
利
害

だ
。
其
利
害
を
云
ふ
に
付
て
、
一
応
、
我
輩
の
所
説
、
勿
論
、
酒
以
外
の
、

に
付
て
聞
い
て
も
ら
は
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
抑
、
吾
々
人
間
は
、
嗜
好
性
と
云
ふ
物
を
有
し
て
ゐ
る
。
嗜
好
性
を
有
し

て
居
な
い
人
間
は
決
し
て
な
い
。
其
嗜
好
し
て
ゐ
る
物
の
、
性
質
が
高
尚
だ

と
か
、
卑
し
い
と
か
、
高
い
と
か
、
低
い
と
か
、
そ
ん
な
事
は
別
問
題
と
し

て
、
兎
に
角
に
、
人
間
に
は
嗜
好
、
何
等
か
の
嗜
好
が
あ
る
。
否
、
此
嗜
好

が
無
け
れ
ば
、
人
間
は
生
存
し
て
居
る
事
が
出
来
な
い
、
と
云
つ
て
も
過
言

で
は
無
い
と
思
ふ
。
吾
々
が
、
朝
か
ら
晩
迄
、
嫌
ひ
な
物
計
り
や
ら
さ
れ
て
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居
つ
た
日
に
は
、
ど
う
し
て
生
き
て
居
た
い
と
云
ふ
考
は
出
て
来
な
い
。
此

の
嗜
好
、
自
分
が
好
き
な
事
を
や
る
、
と
云
ふ
点
で
以
て
、
人
間
は
生
存
し

て
居
る
の
だ
。
所
謂
、
生
き
が
ひ
が
有
る
の
だ
。
此
の
嗜
好
は
、
人
間
の
生

命
と
云
つ
て
も
よ
い
。
斯
様
な
大
切
な
物
で
あ
る
か
ら
し
て
、
も
し
か
ゝ
る

嗜
好
が
、
他
人
か
ら
し
て
奪
は
れ
る
、
取
ら
れ
て
し
ま
ふ
、
も
し
く
は
、
無

く
な
る
と
云
ふ
様
な
場
合
に
は
、
必
ず
、
第
二
の
、
そ
れ
に
相
応
す
る
、
或

は
、
そ
れ
以
上
の
嗜
好
を
求
め
ん
と
し
て
、
働
く
、
否
遂
に
求
め
な
け
れ
ば

止
ま
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
、
事
実
を
以
て
示
さ
な
く
と
も
、
解
る
筈
だ
。
処

で
、
吾
々
の
今
の
状
態
は
ど
う
だ
。
成
程
、
大
人
君
子
に
は
相
違
な
い
け
れ

共
、
此
の
大
人
君
子
は
、
青
年
と
云
ふ
大
人
君
子
だ
。
青
年
と
は
、
他
の
言

葉
で
以
て
云
ふ
と
、
嗜
好
が
非
常
に
多
い
時
代
だ
。
何
で
も
一
寸
気
に
向
い
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た
物
は
嗜
好
し
て
し
ま
ふ
と
云
ふ
時
代
な
の
だ
。
猫
も
来
い
、
杓
子
も
来
い
、

と
云
ふ
時
だ
。
成
程
浅
い
か
も
し
ら
ぬ
が
、
広
い
さ
。
か
う
云
ふ
時
代
に
当

つ
て
、
所
謂
、
大
人
君
子
な
る
も
の
に
、
酒
と
云
ふ
嗜
好
を
与
へ
て
見
る
と

す
る
。
す
る
と
其
結
果
は
ど
う
だ
ら
う
。
此
所
で
一
寸
、
酒
の
性
質
に
付
て

云
ふ
可
き
必
要
が
あ
る
。
酒
ぐ
ら
ゐ
微
妙
な
物
は
無
い
。
詩
的
な
物
は
な
い
。

酒
を
呑
む
と
云
ふ
と
、
妙
に
気
が
大
き
く
な
る
。
六
大
洲
は
掌
位
に
し
か
見

え
た
物
で
は
無
い
。
酒
を
呑
ん
で
中
に
は
泣
く
奴
も
有
ら
う
、
怒
る
奴
も
有

ら
う
が
、
ま
づ
大
抵
の
者
は
、
非
常
に
愉
快
に
な
つ
て
来
る
、
面
白
く
な
つ

て
来
る
、
無
邪
気
に
な
る
。
千
鳥
足
に
な
つ
て
来
る
。
こ
ん
な
一
種
云
ふ
可

か
ら
ざ
る
ミ
ス
テ
イ
カ
ル
な
性
質
を
以
て
居
る
物
は
他
に
は
有
る
ま
い
。
扨
、

斯
う
云
ふ
素
敵
な
、
面
白
い
、
愉
快
な
酒
な
る
者
の
趣
味
を
、
嗜
好
の
馬
鹿
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に
多
い
、
吾
々
大
人
君
子
に
持
つ
て
来
て
与
へ
る
の
だ
か
ら
、
猫
に
鼠
だ
。

忽
に
酒
が
好
き
に
な
る
の
と
云
ふ
の
は
、
無
理
も
な
い
話
だ
。
其
結
果
は
ど

う
だ
ら
う
。
勿
論
、
学
生
の
境
遇
だ
か
ら
、
毎
日
は
や
れ
な
い
が
、
一
週
間

に
一
度
位
宛
、
金
の
有
る
時
は
、
同
好
を
誘
つ
て
、
酒
を
呑
み
に
行
く
。
愉

快
に
な
る
、
無
邪
気
に
な
る
、
豪
傑
気
取
に
な
る
、
大
き
く
な
る
、
菓
子
が

嫌
ひ
に
な
る
、
シ
ル
コ
が
厭
に
な
る
。
凡
そ
、
僕
が
知
つ
て
ゐ
る
酒
党
連
中

の
経
路
は
、
以
上
の
通
り
に
な
つ
て
行
く
の
だ
。
此
処
で
又
考
へ
て
見
る
に
、

吾
々
の
今
の
境
遇
で
、
酒
の
外
に
、
猶
、
一
層
、
強
い
嗜
好
力
を
有
し
て
ゐ

る
物
が
他
に
無
い
で
あ
ら
う
か
、
と
云
ふ
と
、
そ
れ
が
大
に
有
る
の
だ
。
し

か
も
、
大
に
危
険
な
る
物
が
有
る
の
で
有
る
。
処
で
だ
、
今
此
の
酒
党
か
ら
、

酒
を
呑
む
と
云
ふ
嗜
好
を
奪
つ
て
し
ま
ふ
と
、
其
結
果
は
ど
う
で
有
ら
う
。
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到
底
、
其
嗜
好
を
取
る
と
云
ふ
事
は
出
来
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
ま
づ
出
来

る
も
の
と
し
て
見
る
と
、
其
結
果
は
、
そ
れ
、
酒
以
外
に
於
て
、
そ
れ
以
上

に
危
険
な
嗜
好
を
求
め
な
け
れ
ば
遏
ま
な
い
、
と
云
ふ
事
に
な
る
は
必
定
だ
。

か
く
云
ふ
と
或
は
君
等
の
内
に
、
そ
ん
な
浅
薄
な
議
論
は
や
め
に
し
ろ
、
小

供
に
菓
子
を
や
つ
て
置
く
の
は
、
決
し
て
最
後
の
目
的
で
は
無
い
。
君
の
云

ふ
事
は
、
甚
卑
劣
な
、
弥
縫
び
ほ
う
策
に
過
ぎ
な
い
。
君
は
、
酒
の
嗜
好
を
奪
へ
ば
、

他
の
危
険
な
る
嗜
好
に
走
る
と
云
ふ
け
れ
共
、
元
来
、
酒
を
呑
ま
ぬ
者
は
ど

う
す
る
。
況
ん
や
、
酒
が
、
吾
々
の
身
体
、
脳
力
、
理
性
、
品
格
等
に
及
ぼ

す
大
害
に
至
つ
て
は
、
到
底
、
容
易
た
や
す
く
云
ふ
を
得
な
い
。
近
く
ば
ス
ト
ー
ム

を
見
よ
、
な
ど
と
、
我
輩
を
攻
撃
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
我
輩
は
尚
、
君

等
の
説
に
、
賛
成
す
る
事
は
出
来
な
い
。
酒
を
呑
ま
ぬ
人
間
と
は
、
即
酒
を
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呑
ん
で
も
呑
め
な
い
、
遂
に
酒
の
味
を
解
す
る
事
が
出
来
な
い
人
間
で
あ
る

か
ら
、
こ
ん
な
人
間
は
、
酒
に
付
て
、
か
れ
こ
れ
云
ふ
資
格
の
無
い
者
で
あ

る
。
盲
目
は
遂
に
向
島
の
桜
を
語
る
可
か
ら
ず
だ
。
一
寸
、
云
つ
て
置
き
た

い
の
は
、
酒
を
呑
む
と
云
ふ
事
と
、
大
酒
を
す
る
と
云
ふ
事
を
混
用
し
て
も

ら
つ
て
は
困
る
よ
。
過
度
と
云
ふ
事
は
、
総
て
に
於
て
い
か
ん
。
豈
独
酒
の

み
な
ら
ん
や
だ
。
そ
れ
か
ら
、
君
等
が
云
ふ
酒
が
身
体
等
に
及
ぼ
す
害
だ
。

此
の
害
と
云
ふ
奴
も
、
随
分
六
か
し
い
説
明
を
要
す
る
事
だ
ら
う
と
思
ふ
が
、

少
な
く
と
も
、
僕
の
知
つ
て
る
処
で
は
、
酒
（
大
酒
ぢ
や
な
い
よ
）
は
、
決

し
て
吾
々
の
身
体
に
、
害
を
及
ぼ
さ
な
い
と
確
信
し
て
居
る
。
医
師
が
云
ふ

事
な
ど
は
勿
論
、
吾
々
の
眼
中
に
無
い
。
と
云
つ
て
、
頑
冥
イ
ン
ノ
セ
ン
ト

ブ
ラ
イ
ド
野
蛮
人
、
ガ
リ
〳
〵
亡
者
と
思
つ
て
は
困
る
。
要
す
る
に
、
医
師
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と
云
ふ
者
は
、
出
来
る
丈
命
を
延
ば
し
た
い
と
云
ふ
処
を
目
的
と
し
て
、
割

出
す
に
よ
つ
て
、
少
し
で
も
身
体
に
、
害
に
な
り
さ
う
な
奴
は
、
ド
シ
〳
〵
、

否
定
し
て
し
ま
ふ
の
だ
。
し
か
し
吾
々
人
間
が
、
如
何
な
る
状
態
に
於
て
も

か
ま
は
ず
、
匍
つ
て
居
て
も
、
寝
て
居
て
も
、
出
来
る
丈
、
長
命
を
す
る
と

云
ふ
を
以
て
、
最
終
目
的
と
す
可
き
で
あ
ら
う
か
ど
う
か
と
云
ふ
事
は
、
中

々
む
つ
か
し
い
問
題
だ
。
僕
に
云
は
せ
れ
ば
だ
、
春
雨
に
叩
か
れ
な
が
ら
、

猶
、
枝
に
ク
ツ
付
い
て
、
ま
つ
青
に
恨
め
し
さ
う
な
梅
の
花
よ
り
も
、
寧
ろ

一
夕
の
狂
風
に
、
満
枝
を
ア
ツ
サ
リ
と
辞
し
て
去
る
桜
花
を
こ
の
む
の
で
あ

る
。
現
に
医
師
の
身
知
ら
ず
を
実
見
す
る
に
至
つ
て
は
、
御
本
人
も
、
桜
花

を
こ
の
む
と
見
え
る
。
短
か
い
小
便
を
垂
れ
て
、
小
さ
い
糞
を
し
て
、
百
迄

生
き
延
び
た
処
で
何
に
な
る
。
大
飯
を
喰
つ
て
、
大
糞
を
た
れ
て
、
定
命
五
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十
年
で
、
ア
ツ
サ
リ
と
や
り
た
い
で
は
な
い
か
。
か
う
な
つ
て
来
る
と
、
物

の
利
害
と
云
ふ
の
は
、
君
等
の
云
ふ
利
害
と
は
、
少
し
く
性
質
を
異
に
し
て
、

来
は
し
な
い
か
と
思
ふ
。
僕
の
云
ふ
処
は
、
或
は
間
違
つ
て
居
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
僕
は
自
ら
好
む
処
に
随
つ
て
行
く
の
み
だ
。
糸
瓜
と
な
つ
て
ブ
ラ

下
ら
ん
よ
り
は
、
西
瓜
と
な
つ
て
喰
は
れ
た
い
と
云
ふ
奴
だ
。
余
け
い
な
事

だ
が
、
我
輩
が
、
屡
〻
、
禁
酒
会
員
と
か
、
禁
酒
会
と
か
云
ふ
事
を
耳
に
す

る
、
こ
の
位
可
笑
し
い
物
は
な
い
と
思
ふ
。
酒
屋
連
中
と
喧
嘩
す
る
考
へ
か

も
知
れ
な
い
が
、
甚
以
て
意
を
得
な
い
。
早
い
話
が
だ
、
我
々
が
、
生
徒
会

と
云
ふ
物
を
作
つ
て
学
校
に
行
く
と
し
て
見
る
、
こ
ん
な
馬
鹿
な
事
が
有
ら

う
か
。
学
校
に
行
く
の
は
、
生
徒
会
員
で
な
く
と
も
、
生
徒
会
員
で
あ
つ
て

も
行
く
の
だ
。
生
徒
会
が
無
け
ら
ね
ば
、
学
校
へ
行
か
な
い
と
云
ふ
奴
は
、
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余
程
の
馬
鹿
で
は
無
い
か
。
禁
酒
会
員
な
る
も
の
は
、
意
志
薄
弱
会
、
と
で

も
改
名
し
た
方
が
い
い
だ
ら
う
」
。
酒
で
も
一
杯
飲
み
た
い
と
云
ふ
顔
付
。

此
時
、
「
ヲ
イ
食
堂
が
あ
い
た
ぞ
」
と
云
ふ
者
が
あ
る
。
此
一
声
で
、
蜘
蛛

の
子
を
散
ら
す
如
く
、
小
使
部
屋
は
見
る
間
に
寂
寞
と
し
て
し
ま
つ
た
の
で

あ
つ
た
。

　
君
等
も
、
一
度
は
小
使
部
屋
に
這
入
つ
て
見
る
可
し
だ
。
中
々
面
白
い
事

が
あ
る
。
だ
が
、
門
衛
の
処
も
随
分
愉
快
だ
よ
。
全
体
、
八
時
で
禁
出
入
と

か
云
ふ
の
だ
さ
う
だ
が
、
大
嘘
だ
。
九
時
に
な
つ
て
も
通
る
、
十
時
に
な
つ

て
も
通
る
、
十
一
時
、
十
二
時
に
な
つ
て
も
出
入
す
る
よ
。
な
に
、
札
な
ん

か
裏
返
す
も
の
か
。
門
衛
の
奴
も
、
余
程
、
呑
気
な
奴
で
な
け
ら
ね
ば
出
来

る
商
売
ぢ
や
な
い
ね
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
壁
を
眺
め
て
居
た
り
、
小
便
を
し
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た
り
、
人
形
を
書
い
て
見
た
り
、
新
聞
広
告
を
読
ん
で
見
た
り
、
そ
れ
で
、

夜
中
に
寝
て
か
ら
迄
、
起
き
て
出
て
戸
を
開
け
ね
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
、
目

出
度
い
奴
さ
。
そ
れ
で
以
て
、
時
に
は
、
生
徒
に
虐
待
せ
ら
れ
る
事
も
有
る

の
だ
も
の
。
さ
う
だ
昨
年
で
あ
つ
た
か
、
或
晩
、
十
一
時
も
既
に
打
つ
て
し

ま
つ
た
の
で
、
門
衛
君
が
今
や
門
を
閉
ぢ
よ
う
と
し
た
時
、
ヒ
ヨ
ロ
リ
〳
〵

と
帰
つ
て
来
た
の
が
、
生
徒
の
奴
さ
、
イ
キ
ナ
リ
「
ヤ
イ
門
衛
、
俺
の
名
を

消
せ
、
ケ
ケ
ケ
消
さ
ぬ
か
、
野
郎
！
」
、
門
衛
の
、
其
の
テ
カ
〳
〵
し
た
頭

を
、
ポ
カ
リ
と
御
見
舞
申
さ
う
と
し
た
時
、
又
、
や
つ
て
来
た
の
が
一
人
の

生
徒
さ
。
こ
れ
は
酒
に
酔
つ
て
居
な
い
と
見
え
て
「
ヤ
イ
、
待
て
〳
〵
、
何

だ
」
と
、
酔
つ
て
居
た
奴
を
抑
へ
る
と
、
「
放
せ
、
放
せ
つ
た
ら
放
せ
、
門

衛
の
奴
、
自
治
の
何
た
る
か
を
解
せ
な
い
、
見
ろ
、
俺
の
名
を
消
さ
ん
と
ぬ
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か
す
の
だ
。
か
る
が
故
に
、
一
本
ポ
カ
リ
と
」
、
「
ま
ー
待
て
、
そ
り
や
君

が
悪
い
よ
、
大
人
し
く
帰
つ
て
寝
ろ
」
、
「
何
、
俺
が
悪
い
、
貴
様
も
又
、

自
治
を
解
せ
な
い
と
見
え
る
。
俺
の
言
ふ
処
を
暫
く
聞
け
だ
。
夫
れ
だ
ね
、

夫
れ
自
治
な
る
も
の
は
、
一
年
や
一
年
半
、
寮
に
居
た
と
て
、
解
る
物
で
は

な
い
。
少
な
く
と
も
三
年
、
多
く
は
、
四
年
居
ら
ん
け
れ
ば
解
ら
な
い
。
之

を
換
言
す
れ
ば
、
自
治
は
無
規
則
な
り
、
規
則
無
き
也
だ
。
而
し
、
只
之
丈

で
は
、
君
見
た
い
な
一
年
級
は
、
誤
解
を
来
す
だ
ら
う
。
無
規
則
と
は
、
要

す
る
に
之
、
一
種
の
規
則
で
あ
る
の
だ
。
『
規
則
が
無
い
』
規
則
と
云
ふ
規

則
な
の
だ
。
抑
、
自
治
に
は
三
階
級
が
あ
る
。
第
一
は
真
正
の
自
治
だ
。
第

二
は
半
自
治
だ
。
第
三
は
似
而
非
自
治
と
云
ふ
の
だ
。
勿
論
、
自
治
の
目
的

は
、
こ
の
真
正
の
自
治
と
な
る
処
に
あ
る
の
だ
け
れ
共
、
到
底
、
吾
々
は
真
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正
の
自
治
と
云
ふ
物
を
見
る
事
は
出
来
な
い
。
如
何
と
な
れ
ば
だ
。
追
々
む

つ
か
し
く
な
る
よ
。
如
何
と
な
れ
ば
、
前
に
も
云
つ
た
通
り
、
自
治
と
は
、

無
規
則
な
り
だ
か
ら
、
人
間
の
社
会
に
於
て
、
規
則
も
何
も
な
く
な
る
。
換

言
す
れ
ば
、
全
く
の
平
和
的
社
会
、
理
想
的
社
会
、
ト
ル
ス
ト
イ
が
云
ふ
様

な
、
無
規
則
な
社
会
と
云
ふ
も
の
が
、
眼
の
前
に
現
は
れ
る
時
が
あ
る
だ
ら

う
か
と
云
ふ
に
、
之
は
決
し
て
無
い
の
だ
。
人
間
が
二
人
以
上
、
生
存
し
て

居
る
間
に
は
、
決
し
て
か
ゝ
る
社
会
は
出
て
来
な
い
。
即
、
真
正
の
自
治
と

云
ふ
も
の
は
、
人
間
消
滅
後
に
於
て
、
実
現
し
得
可
き
も
の
で
あ
る
の
だ
。

処
で
、
其
次
が
半
自
治
と
云
ふ
奴
だ
。
吾
々
の
自
治
寮
は
、
即
ち
こ
の
半
自

治
の
状
態
に
有
る
の
だ
。
半
自
治
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
規
則
が
有
つ
た
り

無
か
つ
た
り
と
云
ふ
状
態
な
の
だ
。
我
が
自
治
寮
の
自
治
と
云
ふ
奴
は
、
今
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云
ふ
様
な
朦
朧
体
で
あ
る
。
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
物
で
あ
る
、
以
て
行
は
れ
易
き

所
以
な
り
だ
。
併
し
、
此
の
ボ
ン
ヤ
リ
体
、
行
燈
体
と
云
ふ
の
は
、
尤
も
面

白
い
奴
で
、
自
治
は
ど
う
し
て
も
、
此
の
行
燈
体
で
や
ら
な
く
て
は
成
功
し

な
い
。
馬
鹿
に
大
き
な
火
を
お
こ
す
と
餅
が
焦
げ
て
し
ま
ふ
。
ヌ
ル
〳
〵
と

焼
く
処
で
甘
く
出
来
る
の
だ
。
あ
つ
ち
に
寄
つ
た
り
、
こ
つ
ち
に
寄
つ
た
り

で
、
舟
は
航
海
が
出
来
る
。
天
気
に
な
つ
た
り
、
雨
が
降
つ
た
り
、
照
つ
た

り
降
つ
た
り
、
降
つ
た
り
照
つ
た
り
、
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
処
で
、
甘
く
調
子
が

取
れ
て
行
く
。
此
所
に
尤
も
味
が
有
る
処
で
、
此
処
を
一
つ
考
へ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
。
甚
だ
、
君
等
に
は
要
領
を
得
に
く
い
か
も
知
ら
ん
が
、
大

賢
は
市
で
騒
ぐ
と
云
ふ
事
も
あ
る
。
瓢
箪
の
様
な
、
ノ
ラ
ク
ラ
し
た
中
に
、

チ
ヤ
ン
と
腹
の
ク
ク
リ
が
有
る
。
あ
の
、
括
り
が
え
ら
い
処
な
の
だ
。
動
中
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の
静
、
静
中
の
動
だ
か
、
よ
く
は
知
ら
な
い
が
、
人
の
顔
立
で
も
さ
う
だ
。

目
付
が
勝
れ
て
い
ゝ
と
か
、
耳
が
す
ぐ
れ
て
よ
い
と
か
、
鼻
が
ス
ラ
リ
と
し

て
居
る
と
か
、
さ
う
云
ふ
事
は
無
い
け
れ
ど
、
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
顔
全
体
そ
の

物
に
於
て
、
立
派
な
顔
と
か
、
美
く
し
い
顔
と
か
、
認
め
る
事
が
出
来
る
。

我
自
治
は
、
半
自
治
な
り
さ
。
此
に
於
て
、
消
し
た
り
、
消
さ
な
ん
だ
り
、

門
衛
の
頭
を
殴
つ
た
り
、
殴
ら
な
ん
だ
り
と
云
ふ
、
面
白
い
だ
ら
う
。
ヤ
イ

ド
ー
ダ
」
と
、
矢
鱈
に
舌
な
め
ず
り
し
て
居
る
。
云
ふ
中
に
又
、
ド
ヤ
〳
〵

と
這
入
つ
て
来
た
四
五
人
の
生
徒
に
取
ま
か
れ
て
、
酔
つ
た
人
も
、
酔
は
な

い
人
も
、
遠
く
の
方
に
行
つ
て
仕
舞
つ
た
。
こ
ん
な
事
は
、
毎
晩
の
様
に
あ

る
よ
。
え
ら
い
饒
舌
つ
て
、
少
々
く
た
び
れ
た
様
だ
が
、
誰
か
又
、
話
し
を

す
る
奴
は
な
い
か
な
」
と
こ
れ
で
第
二
の
先
生
の
話
し
も
終
つ
た
の
で
あ
つ

67



た
。

　
が
、
皆
思
ひ
合
し
た
様
に
黙
つ
て
居
て
、
何
と
も
云
ふ
奴
は
な
い
。
こ
ん

な
話
し
を
聞
い
た
り
、
聞
か
さ
れ
た
り
し
て
居
て
、
此
の
暗
い
部
屋
の
中
に
、

二
週
間
位
も
居
た
で
あ
ら
う
。
す
る
と
或
日
、
小
使
が
や
つ
て
来
て
、
皆
を

連
れ
て
、
怪
我
を
治
し
に
連
れ
て
行
つ
て
く
れ
た
。
二
三
日
も
し
て
、
怪
我

も
全
快
し
た
の
で
、
又
、
寮
へ
帰
つ
て
、
職
務
に
つ
く
事
に
な
つ
た
。

　
思
ひ
起
せ
ば
、
こ
の
事
が
あ
つ
た
の
は
丁
度
三
年
前
、
そ
れ
か
ら
、
二
度

冬
を
越
し
て
、
又
、
二
度
春
を
向
へ
た
が
、
其
間
、
或
は
、
東
寮
に
居
つ
た

事
も
あ
る
し
、
南
寮
に
居
た
事
も
あ
る
。
小
使
部
屋
に
も
居
つ
た
。
怪
我
も

五
六
度
や
つ
た
。
が
、
ま
だ
、
人
の
死
ぬ
る
処
は
見
た
事
が
な
い
。
尤
も
、

妙
に
思
ふ
の
は
、
俺
が
来
た
時
に
、
一
番
胆
を
つ
ぶ
し
た
、
ス
ト
ー
ム
が
、
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其
後
、
何
十
回
と
な
く
や
つ
た
性
か
、
今
で
は
至
極
、
愉
快
に
な
つ
て
来
て
、

三
日
に
一
度
位
無
い
と
、
何
と
な
く
物
足
ら
な
い
気
が
す
る
。
従
つ
て
、
生

徒
の
中
に
は
、
随
分
、
昵
懇
な
連
中
が
出
来
た
。
尤
も
仲
の
い
ゝ
の
は
化
物
、

狼
、
ニ
グ
ロ
、
辨
慶
、
幽
霊
、
章
魚
な
ぞ
だ
ら
う
。
云
ふ
内
、
今
夜
で
も
、

此
の
連
中
が
来
て
、
連
れ
て
行
つ
て
く
れ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
と
、
心
待
ち

に
待
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
今
日
迄
の
「
俺
の
記
」
は
終
り
と
す
る
。

　
最
後
に
、
俺
の
名
前
も
、
既
に
解
つ
た
で
有
ら
う
が
、
念
の
為
に
、
人
間

が
俺
に
付
け
て
く
れ
た
名
は
ラ
ン
タ
ン
と
云
ふ
の
だ
、
と
云
つ
て
、
そ
し
て

筆
を
擱
か
う
。
　
（
終
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八
年
二
月
十
九
日
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
尾
崎
放
哉
全
集
　
増
補
改
訂
版
」
彌
生
書
房

　
　
　1972
（
昭
和47

）
年6

月10

日
初
版
発
行

　
　
　1980

（
昭
和55

）
年6

月10

日
増
補
改
訂
版
発
行

　
　
　1988

（
昭
和63
）
年10

月20

日
増
補
改
訂
二
版
発
行

※
底
本
編
集
時
に
編
集
部
の
入
れ
た
注
記
（
誤
植
が
疑
わ
れ
る
語
句
の
正
し

い
形
、
ま
た
は
編
集
部
の
追
加
し
た
ル
ビ
）
は
除
き
ま
し
た
。
注
記
の
あ
っ

た
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
す
（
底
本
ペ
ー
ジ
数
―
行
数
　
該
当
語
句
）
。

○
Ｐ171

―
Ｌ1

　
「
盗
棒
」
全
体

○
Ｐ171

―
Ｌ3

　
「
悪
好
者
」
の
「
好
」
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○
Ｐ176

―
Ｌ11

　
「
黒
け
て
」
の
「
黒
」
の
ル
ビ

○
Ｐ178

―
Ｌ10

　
「
生
末
」
の
ル
ビ

○
Ｐ197
―
Ｌ9

　
「
性
か
」
の
「
性
」
の
ル
ビ

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
高
柳
典
子

2006

年1

月2

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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